
【
注
釈
】

　
　
『
古
本
説
話
集 

全
注
釈
』 

長（
は
つ
せ
で
ら
さ
ん
け
い
の
を
と
こ
、あ
ぶ
を
も
ち
て
だ
い
か
う
じ
に
か
ふ
る
こ
と
）

谷
寺

詣
男
、
以
蝱
替
大
柑
子
事
（
第
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
其
の
三
（
九
五
丁
オ
６
～
九
九
丁
ウ
６
）

 

椎
葉　

富
美
・
安
倍　

素
子
・
市
瀬
め
ぐ
み
・
川
浪　

玲
子

�

金　
　

成
根
・
椎
葉　

康
浩
・
福
田　

益
和
・
山
口　

康
子

　
　

  K
ohonsetsuw

ashu Zenchushaku

　
　
　

 

　

H
atsusedera sankeinow

otoko abuw
om

ochite daikaujinikafurukoto

：LV
III

P
art 

3（9
 5 tyou om

ote 

6 gyou

～9 9
 tyou ura 

6 gyou

）

Fum
i SH

IIBA
, M

otoko A
BE, M

egum
i ICH

ISE, R
eiko K

A
W

A
N

A
M

I

Sungkeun K
IM

, Y
asuhiro SH

IIBA
, Y

oshikazu FU
K

U
D

A
, Y

asuko Y
A

M
A

GU
CH

I
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『
古
本
説
話
集
』
は
、
編
者
未
詳
。
成
立
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
言
わ
れ
て
い
る

古
写
本
で
あ
る
。
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
旧
梅
澤
記
念
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
（
現
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
に
は
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
、
本
来
の
書
名
も
不
明
で
あ
り
、
一
般
に
『
古
本
説

話
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

流
麗
な
平
仮
名
文
で
、
大
斎
院
選
子
内
親
王
の
話
に
始
ま
り
、
関
寺
の
牛
仏
の
話
で
終
わ

る
。
王
朝
文
学
の
著
名
人
を
中
心
に
樵
夫
や
貧
女
の
話
に
至
る
ま
で
有
名
無
名
人
の
逸
話
や

観
音
霊
験
譚
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
以
下
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
説

話
も
多
い
が
、
書
承
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
始
め
、
四
回
（
四
年
間
）
に
わ
た
っ
て
発
表
し
た
『
古
本
説

話
集
』「
大
齋
院
事
（
第
一
）」
の
注
釈
が
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
、

引
き
続
き
、
後
半
部
第
五
八
話
の
注
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
話
と
同
じ
く
、「
本
文
」
は
原
文
に
復
元
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
一
方
、
読
み
や
す

さ
も
考
慮
し
、
比
較
の
便
の
た
め
「
対
照
説
話
」
を
本
文
の
下
段
に
記
し
た
。「
口
語
訳
」

は
、
平
易
か
つ
明
確
な
現
代
文
を
用
い
、
原
文
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
こ
と
も
意
識
し
た
。

「
語
釈
・
語
法
」
は
「
注
釈
」
の
根
拠
を
示
し
、
特
に
語
学
的
視
点
を
多
く
取
り
入
れ
る
よ

う
に
心
が
け
た
。
さ
ら
に
「
補
説
」
と
し
て
、「
注
釈
」
に
お
け
る
重
点
箇
所
を
特
記
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド　

古
本
説
話
集
・
長
谷
寺
・
観
音

　
『
古
本
説
話
集
』（
以
下
、「
本
集
」
と
略
称
）
は
、
昭
和
二
四
年
「
新
指
定
国
宝
展
」
で
世

に
知
ら
れ
た
。
翌
年
、
梅
澤
彦
太
郎
氏
の
所
有
に
帰
し
、
以
来
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め

『
梅
澤
本�

古
本
説
話
集
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
、
現
在

は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。

　

本
書
の
書
誌
等
に
つ
い
て
は
、『
梅
澤
本�

古
本
説
話
集
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
・
貴
重
古

典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）
の
田
山
方
南
氏
の
解
説
、
お
よ
び
『
梅
澤
本�

古
本
説
話
集
』

（
古
典
資
料
類
従
六
・
勉
誠
社
・
一
九
七
八
年
）
の
川
口
久
雄
氏
の
解
説
に
詳
し
い
。
墨
付
全
部

一
三
六
丁
。
奥
書
識
語
は
な
く
、
冒
頭
二
丁
オ
～
四
丁
オ
、
お
よ
び
六
〇
丁
ウ
～
六
一
丁
ウ

に
、
目
録
（
漢
字
表
記
の
説
話
表
題
を
本
文
の
説
話
配
列
に
従
っ
て
列
記
し
た
も
の
）
が
あ
る
。
全

70
話
が
、
前
半
46
話
、
後
半
24
話
に
二
分
さ
れ
、
一
般
に
前
半
を
上
巻
、
後
半
を
下
巻
と
称

さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
説
話
は
、『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
共
通
の
も
の
が
多
い
上
、

『
世
継
物
語
』『
打
聞
集
』
な
ど
の
小
説
話
集
と
の
重
な
り
も
多
く
、
類
縁
性
や
前
後
関
係
が

論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
諸
説
話
集
の
伝
本
の
一
つ
、
あ
る
い
は
異

本
・
抄
本
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
ど
の
説
話
集
と
も
相
互
の
承
接
関
係
は
証
明
さ
れ
ず
、

そ
れ
ら
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
下
の
孤
本

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　

成
立
年
代
、
著
者
（
編
者
も
し
く
は
筆
録
者
）、
成
立
事
情
等
は
不
明
で
あ
る
が
、『
古
本
説

話
集
総
索
引
』（
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
）
の
刊
行
以
来
、
日
本
語
史
的
な

観
点
か
ら
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
中
期
筆
写
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
古
写
本
で
あ

る
。

一　
表
題

　

本
集
に
は
、
説
話
表
題
（
説
話
本
文
の
前
に
記
載
さ
れ
た
表
題
）
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
目
録

表
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
説
話
本
文
の
前
に
掲
げ
、
訓
読
を
振
り
仮
名
の
形
で
示
し
、
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
、
川
口
久
雄
校
訂
『
梅
澤
本�

古
本
説
話
集
』（
岩
波
文
庫
・
一

九
五
五
年
）
以
下
の
研
究
書
に
な
ら
い
、
説
話
の
話
番
号
を
（　

）
を
つ
け
て
付
し
、（
第
一
）

（
第
二
）
の
形
で
示
す
。

二　
本
文  

　

１　

底
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
）『
古
本
説
話
集
』
を

用
い
た
。
許
可
を
得
て
直
接
撮
影
し
た
写
真
の
他
、『
梅
澤
本�

古
本
説
話
集
』（
貴
重
古

典
籍
刊
行
会
編
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）、『
梅
澤
本�

古
本
説
話
集
』（
古

典
資
料
類
従
六
・
川
口
久
雄
解
説
・
勉
誠
社
・
一
九
七
七
年
）、『
古
本
説
話
集
』（
勉
誠
社
文
庫

要　
約

解　
題

凡　
例
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124
・
川
口
久
雄
解
説
・
勉
誠
社
・
一
九
八
五
年
）、「
ｅ
國
寶�

国
立
博
物
館
所
蔵�

国
宝
・
重

要
文
化
財
」（http://w

w
w

.em
useum

.jp

）
を
参
照
す
る
。

　

２　

底
本
の
一
丁
を
二
頁
と
し
て
、
表
を
オ
・
裏
を
ウ
と
表
記
し
、
行
数
を
本
文
の
上
に

算
用
数
字
で
記
す
。
な
お
、
勉
誠
社
文
庫
の
頁
数
を
（　

）
で
示
す
。

　

３　

原
文
の
漢
字
は
そ
の
ま
ま
漢
字
で
表
記
し
、
原
文
に
近
い
字
体
を
選
ぶ
。

　

４　

訓
み
を
つ
け
る
と
き
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
（　

）
で
囲
む
。

　

５　

繰
り
返
し
符
号
・
見
せ
消
ち
等
は
原
文
ど
お
り
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
つ
け

る
か
、「
語
釈
・
語
法
」
の
項
で
説
明
す
る
。

　

６　

本
文
の
仮
名
表
記
を
、
漢
字
表
記
に
す
る
と
き
は
、
振
り
仮
名
と
し
て
原
文
の
仮
名

を
つ
け
た
。
表
記
す
る
漢
字
は
、
現
行
の
漢
字
と
す
る
。　
　
　

例　

大お
ほ

殿と
の

・
斎さ

い

院

　

７　

仮
名
違
い
は
、
右
側
に
正
用
を
【　

】
で
示
す
。　
　
　
　
　

例　

な
を【

ほ
】

　

８　

必
要
に
応
じ
て
句
読
点
・
濁
点
・
引
用
符
を
つ
け
、
会
話
文
に
は
「　

」
を
つ
け
る
。

　

９　

一
語
が
二
行
に
ま
た
が
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
の
行
に
振
り
漢
字
を
つ
け
る
。

　
　
　
　
　

例　

九
八
丁
ウ
１
末
尾　

…
…
よ米

　
　
　
　
　
　
　

九
八
丁
ウ
２
冒
頭　

ね
…
…

　

10　

明
ら
か
に
衍
字
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
右
側
に
「
衍
字
」
と
記
す
。

三　
対
照
説
話

　

対
照
す
べ
き
説
話
を
、
本
集
本
文
の
行
切
り
に
合
わ
せ
て
記
載
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、

「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
な
ど
、
一
般
的
な
も
の
を
選
ぶ
。

四　
口
語
訳

　

逐
語
訳
を
心
が
け
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
主
語
等
を
（　

）
で
補
う
。

五　
語
釈
・
語
法

　

丁
の
表
（
オ
）・
裏
（
ウ
）
ご
と
に
、
該
当
箇
所
の
行
数
を
算
用
数
字
で
示
し
、
特
に

語
学
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
よ
う
心
が
け
る
。

六　
補
説

　

特
に
詳
述
す
る
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
記
す
。

七　
類
話

　

紙
幅
の
都
合
上
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。

八　
参
照
テ
キ
ス
ト
等��

　
　

略
号
と
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
岩
波
文　
『
梅
澤
本�

古
本
説
話
集
』
川
口
久
雄
校
訂
・
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年

・
全　

書　
『
古
本
説
話
集
』
日
本
古
典
全
書
・
川
口
久
雄
校
註
・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六
七
年

・
総
索
引　
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年

・
全
註
解　
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
高
橋
貢
・
有
精
堂
・
一
九
八
五
年

・
新
大
系　
『
古
本
説
話
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
42
・『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
併
録
・

�

中
村
義
雄
、
小
内
一
明
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
年

・
全
訳
注　
『
古
本
説
話
集��

上
下
』
全
訳
注
高
橋
貢
・
講
談
社
学
術
文
庫
・
二
〇
〇
一
年

・
新
間
論
文『
古
本
説
話
集
下
巻��

本
文
と
注
釈
―
―
第
五
十
八
話　

長
谷
寺
参
詣
男
以
蝱
替
―
―
』

　
　

新
間
水
緒・花
園
大
学
国
文
学
会
編
「
花
園
大
学
国
文
論
究
」34
号
・
二
〇
〇
六
年
十
二
月

　

な
お
、
本
話
に
つ
い
て
は
、『
宇
治
』
お
よ
び
『
今
昔
』
に
ほ
ぼ
同
文
の
説
話
が
存
す

る
。
両
書
の
注
釈
も
随
時
参
照
し
た
。

九　
参
考
文
献

　

参
考
に
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
該
当
部
分
に
書
き
入
れ
る
。
記
載
で
き

な
か
っ
た
も
の
は
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。

椎葉・安倍・市瀬・川浪・金・椎葉・福田・山口『古本説話集��全注釈』長谷寺　詣男、以蝱替大柑子事（第五八）
　　　　　　　　　　其の三（九五丁オ６～九九丁ウ６）

―　206　―

（
三
一
）



長（
は
つ
せ
で
ら
さ
ん
け
い
の
を
と
こ
、あ
ぶ
を
も
ち
て
だ
い
か
う
じ
に
か
ふ
る
こ
と
）

谷
寺

詣
男
、
以
蝱
替
大
柑
子
事
（
第
五
八
）

 

其
の
三
①
（
九
五
丁
ウ
６
～
九
八
丁
オ
３
）　

【
九
五
丁
ウ
】（
一
九
四
頁
）

６　

道み
ち

づ
ら
な
る
人
の
家

い
ゑ【
へ
】に

泊と
ま

り
て
、
明あ

７　

け
ぬ
れ
ば
鶏と

り

と
ゝ（

と
）も

に
起お

き
て
行ゆ

く
ほ
ど
に
日
さ
し

８　

あ
が
り
て
辰た

つ

の
時
に
な
る
ほ
ど
に
、
え
も
い
は
ず
良よ

き

９　

馬む
ま

に
乗の

り
た
る
人
、
こ
の
馬む

ま

を
愛

あ
ひ【
い
】し

つ
ゝ（

つ
）、

道み
ち

10　

を
も
行ゆ

き
や
ら
ず

ふ
る
ま
は
す
る

　
�

男
お【
を
】と
こあ

ひ
た
り
。「
ま
こ
と
に
え
も
い
は

【
九
六
丁
オ
】（
一
九
五
頁
）

１　

ぬ
馬む

ま

か
な
。
こ
れ
を
千
段
鹿か

毛げ

な
ど
は
言い

ふ
に
や
あ
ら
ん
」

２　

と
見み

る
程
に
、
こ
の
馬む

ま

の
に
は
か
に
倒た

ふ

れ
て
、
た
ゞ（

だ
）

３　

死し

に
ゝ（

に
）死し

ぬ
れ
ば
、
主ぬ

し

、
我わ

れ

か
に
も
あ
ら
ぬ
け
し
き

４　

に
て
、
下を【

お
】り

て
立た

ち
た
り
。
ま
ど
ひ
て
鞍く

ら

を【
お
】ろ

し
つ
。

５　
「
い
か
ゞ（

が
）せ

ん
ず
る
」
と
言い

へ
ど
も
、
か
ひ
な
く
死し

に
果は

て
ぬ
れ
ば
、

６　

手て

を
打う

ち
あ
さ
ま
し
が
り
、
泣な

き
ぬ
ば
か
り
に
思
ひ
た
れ
ど
、

７　

す
べ
き
か
た
な
く
て
、
あ
や
し
の
馬む

ま

の
あ
る
に
鞍く

ら

置
を【
お
】

８　

き
替か

へ
て
、「
か
く
て
こ
ゝ（

こ
）に

あ
り
と
も
、
す
べ
き
や
う
も
な
し
。

９　

我
ら
は
往い

な
ん
。
こ
れ
と
も
か
く
も
し
て
引ひ

き
隠か

く

せ
」
と
て

10　

下げ

衆す

男
お【
を
】と
こ

一ひ
と
り人

を
と
ゞ（

ど
）め

て
往い

ぬ
れ
ば
、
こ
の
男

お【
を
】と
こ

【
九
六
丁
ウ
】（
一
九
六
頁
）

１　

見
ゝ衍

字

て
、「
こ
の
馬む

ま

は
我わ

れ

が
馬む

ま

に
な
ら
む
と
て
死し

ぬ
る

２　

に
こ
そ
あ
め
れ
。
藁わ

ら
す
じ筋

一
筋
が
柑か

う
じ子

三み

つ
に

３　

な
り
た
り
つ
。
柑か

う
じ子

三み

つ
が
布ぬ

の

三み
む
ら匹

に
な
り
た
り
。

４　

こ
の
布ぬ

の

ゝ（
の
）こ

の
馬む

ま

に
な
る
べ
き
な
め
り
」
と
思お

も

ひ
て

５　

歩あ
ゆ

み
寄よ

り
て
、
こ
の
男

お【
を
】と
こに

言い

ふ
や
う
、「
こ
は
い
か
な
り

『
今
昔
物
語
集
』（
巻
第
十
六
参
長
谷
男
依
観
音
助
得
富
語
第
二
十
八
）

 （
新
日
本
古
典
文
学
大
系
35
・
一
九
九
三
年
・
岩
波
書
店
・
底
本
：
東
大
本
甲
）

�

其
ノ
日
暮
ヌ
レ
バ
、
道
辺
ナ
ル
人
ノ
小
家
ニ
宿
リ
ヌ
。
夜
暛

ヌ
レ
バ
、
疾
ク
起
テ
行
ク
程
ニ
、

辰
時
許
ニ
、
吉

馬
ニ
乗
タ
ル
者
ノ
ヽ
馬
ヲ
愛
シ
ツ
ヽ
、
道

モ
行
キ
不
遣
ズ
翔
ハ
セ
テ
合
タ
リ
。「
実
ニ
目
出
タ

キ
馬
カ
ナ
」

ト
見
ル
程
ニ
、
此
ノ
馬
俄
ニ
倒
テ
只

死
ニ
死
ヌ
ル
ヲ
、
主
我
レ
ニ
モ
非
ヌ
気
色

ニ
テ
下
テ
立
テ
リ
。
即
チ
鞍
下
シ
ツ
。

「
此
ハ
何
ガ
セ
ム
ト
為
ル
」
ト
云
ヘ
ド
モ
、
甲
斐
無
ク
テ
、
死
ニ
畢
ヌ
レ
バ
、

手
ヲ
打
テ
泣
ク
許
思
テ
、

賤
シ
ノ
馬
ノ
有
ル
ニ
鞍
置

キ
替
テ
乗
去
ヌ
。

従
者
一
人
ヲ
留
テ
、「
此
レ
引
キ
隠
セ
」
ト
云
ヒ
置
タ
レ
バ
、

男
死
タ
ル
馬
ヲ
守
リ
立
テ
ル
ニ
、

此
ノ
男
コ
歩
ビ
寄
テ
云
ク
、「
此
ハ
何
カ
ナ
リ
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６　

つ
る
馬む

ま

ぞ
」
と
問（ゝ

と
）ひ

け
れ
ば
、「
陸み

ち

奥の

国く
に

よ
り
こ
の
馬む

ま

７　

を
た
ゞ（

だ
）す

と
て
上の

ぼ

ら
せ
給
つ
る
馬む

ま

を
、
よ
ろ
づ
の
人

８　

の
欲ほ

し
が
り
て
値あ

た
ひも

限か
ぎ

ら
ず
買か

は
ん
と
申
つ
る
を
も

９　

放は
な

ち
給
は
ざ
り
つ
る
ほ
ど
に
、
今
日
か
く
死し

ぬ
れ
ば
そ
の

10　

値
あ
ひ
た

一
匹ひ

き

を
だ
に
取と

ら
せ
給
は
ず
な
り
ぬ
。
を【

お
】の

れ
も

【
九
七
丁
オ
】（
一
九
七
頁
）

１　

皮か
は

を
だ
に
剝は

が
ば
や
と
思お

も

へ
ど
、
旅た

び

に
て
は
い
か
ゝ（

が
）は

せ
む

２　

ず
る
と
思
ひ
て
守ま

も

り
立た

ち
て
侍
な
り
」
と
言い

ひ
け
れ
ば
、「
そ
の

３　

こ
と
也
。
い
み
じ
き
馬む

ま

か
な
と
見み

侍
つ
る
ほ
ど
に
、
は
か
な
く
か
く

４　

死し

ぬ
る
こ
と
の
、
命い

の
ちあ

る
物
は
あ
さ
ま
し
き
な
り
。
河か

は
ら原

５　

に
て
も
た
ち
ま
ち
に
え
乾ほ

し
得え

給
は
じ
。
を【

お
】の

れ
は
こ
の
辺

（
へ
ん
）

６　

に
侍
れ
ば
河か

は
ら原

に
て
使つ

か

ひ
侍
ら
ん
。
得え

さ
せ
て
を【

お
】は

し
ね
」
と
て
、

７　

こ
の
布ぬ

の

を
一ひ

と

匹む
ら

取と

ら
せ
た
れ
ば
、
男

お【
を
】と
こ、「

思お
も

は
ず

８　

な
る
所せ

う

得と
く

し
た
り
」
と
思お

も

ひ
て
、「
思
ひ
も
ぞ
返か

へ

す
」
と
や

９　

思お
も

ひ
けら

むん

、
布ぬ

の

を
取と

る
ま
ゝ（

ま
）に

、
見み

だ
に
も
返か

へ

ら
ず
、
走は

し

り

10　

て
去い

ぬ
。
男

お【
を
】と
こ、

よ
く
遣や

り
果は

て
ゝ（

て
）後の
ち

に
、
手て

か
き
洗あ

ら

ひ
て
、

【
九
七
丁
ウ
】（
一
九
八
頁
）

１　

長は

谷せ

の
御
方か

た

に
向む

か

ひ
て
、「
こ
の
む

ま
い�

け
て
給

（
た
ま
）は

ら
ん
」
と
念ね

ん

２　

じ
いりた
る
ほ
ど
に
、
こ
の
馬む

ま

、
目め

を
見み

開あ

く
る
ま
ゝ（

ま
）に

首く
び

３　

を
も
た
げ
て
、
起を【

お
】き

む
と
し
け
れ
ば
、
や
を
ら
手て

を
か
け
て
起を【

お
】こ

４　

し
立た

て
つ
。
う
れ
し
き

事�

か
ぎ
り
な
し
。「
後

を【
お
】くれ

た
る
人

５　

も
ぞ
来く

る
。
あ
り
つ
る
男

お【
を
】と
こも

ぞ
帰か

へ

り
来く

る
」
な
ど
、
危あ

や

ふ

６　

く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
や
う
〳（

や
う
）〵

か
く
れ
の
方か

た

へ
引ひ

き
入い

れ
て
、
時と

き

７　

か
は
る
ま
で
休や

す

め
て
、
も
と
の
や
う
に
心

（
こ
こ
）ち

も
な
り
に
け
れ
ば
、

ツ
ル
馬
ノ
俄
ニ
死
ヌ
ル
ゾ
」
ト
。
答
テ
云
ク
、「
此
レ
ハ
陸
奥
国
ヨ
リ

此
レ
ヲ
財
ニ
テ
上
リ
給
ヘ
ル
ニ
、
万
ノ
人

欲
ガ
リ
テ
、「
直
モ
不
限
ズ
買
ム
」
ト
云
ツ
レ
ド
モ
、

惜
ム
デ
持
チ
給
ヘ
リ
ツ
ル
程
ニ
、
其
ノ

直
一
疋
ダ
ニ
不
取
シ
テ
止
ヌ
。

「
皮
ヲ
ダ
ニ
剝
バ
ヤ
」
ト
思
ヘ
ド
モ
、「
剝
テ
モ
旅
ニ
テ
ハ
何
ニ
カ
ハ
セ
ム
」

ト
思
テ
、
守
リ
立
テ
ル
也
」
ト
。
此
ノ
男
ノ
云
ク
、

「「
実
ニ
極
キ
馬
カ
ナ
」
ト
見
ツ
ル
程
ニ
、
此
ク

死
ヌ
レ
バ
、
命
有
ル
者
ハ
奇
異
也
。
皮
剝

テ
モ
忽
マ
チ
ニ
干
得
難
カ
リ
ナ
ム
。
己
ハ
此
ノ
辺

ニ
住
マ
バ
、
皮
ヲ
剝
ギ
テ
可
仕
キ
事
ノ
有
ル
也
。
己
レ
ニ
得
サ
セ
テ
返
リ
給
ヒ
ネ
」
ト
云
テ
、

此
ノ
布
□
メ
ヲ
□
ハ
セ
タ
レ
バ
、
男
、「
不
思
ハ
ヌ

ニ
所
得
シ
タ
リ
」
ト
思
テ
、「
思
ヒ
返
ス
事
モ
ヤ
有
ル
」
ト

思
ヘ
バ
、
布
ヲ
取
テ
、
逃
ガ
如
ク
シ
テ
走

去
ヌ
。
此
ノ
死
タ
ル
馬
買
タ
ル
男
ノ
思
ハ
ク
、「
我
レ
観
音
ノ
示
現
ニ
依
テ
、
藁
筋
一
ツ
ヲ
取
テ

柑
子
三
ニ
成
ヌ
。
柑
子
亦
布
三
段
ニ
成
ヌ
。
此
ノ
馬
ハ
仮
ニ
死
テ
、
生
返
テ
我
ガ
馬
ト
成
テ
、
布

三
段
ガ
此
馬
ニ
成
ム
ズ
ル
ニ
ヤ
」
ト
思
テ
買
ナ
ル
ベ
シ
。
然
ラ
バ
、
男
手
ヲ
洗
ヒ
口
ヲ
漱
テ

長
谷
ノ
御
方
ニ
向
テ
礼
拝
シ
テ
、「
若
シ
此
レ
御
助
ケ
ニ
依
ナ
ラ
バ
、
速
ニ
此
ノ
馬
生
サ
セ
給
ラ

ム
」
ト
念
ズ
ル
程
ニ
、
馬
目
ヲ
見
開
テ
、
頭

ヲ
持
上
テ
起
ム
ト
ス
レ
バ
、
男
寄
テ
手
ヲ
係
テ
起

シ
立
テ
ツ
。
喜
シ
キ
事
無
限
シ
。「
若
シ
人

モ
ゾ
来
ル
」
ト
思
テ
、

漸
ク
隠
タ
ル
方
ニ
引
入
レ
テ
、
時

替
マ
デ
息
マ
セ
テ
、
本
ノ
様
ニ
成
ヌ
レ
バ
、

椎葉・安倍・市瀬・川浪・金・椎葉・福田・山口『古本説話集��全注釈』長谷寺　詣男、以蝱替大柑子事（第五八）
　　　　　　　　　　其の三（九五丁オ６～九九丁ウ６）

―　204　―

（
三
三
）



道
す
じ
に
あ
る
人
の
家
に
泊
ま
っ
て
、（
夜
が
）
明
け
た
の
で
鶏
と
と
も
に
起
き
て
（
歩
い

て
）
行
く
う
ち
に
日
が
昇
っ
て
辰
の
刻
に
な
る
こ
ろ
に
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
ほ
ど
素
晴

ら
し
い
馬
に
乗
っ
て
い
る
人
で
、
こ
の
馬
を
可
愛
が
り
可
愛
が
り
、
道
を
無
理
に
進
め
も

せ
ず
、
人
目
を
引
く
よ
う
に
（
馬
を
）
自
由
に
歩
か
せ
る
（
人
）
に
男
（
青
侍
）
が
出
会
っ

た
。「
本
当
に
な
ん
と
も
言
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
馬
だ
よ
。
こ
れ
を
千
段
鹿
毛
な
ど

と
は
言
う
の
だ
ろ
う
か
」
と
見
る
う
ち
に
、
こ
の
馬
が
急
に
倒
れ
て
、
た
だ
も
う
死
に
そ

う
な
の
で
、
馬
の
持
ち
主
は
、
茫
然
自
失
の
様
子
で
（
馬
か
ら
）
下
り
て
立
っ
て
い
る
。

う
ろ
た
え
て
鞍
を
下
ろ
し
た
。「
ど
う
し
よ
う
か
」
と
言
う
け
れ
ど
も
、
何
の
か
い
も
な

く
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
手
を
打
ち
驚
き
あ
き
れ
て
、
泣
か
ん
ば
か
り
に
思
っ
た
が
、

ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
、
み
す
ぼ
ら
し
い
馬
が
い
る
の
で
（
そ
れ
に
）
鞍
を
置
き
か
え
て
、

「
こ
う
し
て
こ
こ
に
い
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
我
ら
は
行
こ
う
。
こ
れ
（
馬
）
を

ど
の
よ
う
に
で
も
し
て
引
っ
込
め
て
隠
せ
」
と
言
っ
て
下
男
一
人
を
残
し
て
行
く
の
で
、

こ
の
男
（
青
侍
）
は
（
そ
の
様
子
を
）
見
て
、「
こ
の
馬
は
私
の
馬
に
な
ろ
う
と
し
て
死
ん

だ
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
藁
す
じ
一
本
が
柑
子
三
個
に
な
っ
た
。
柑
子
三
個
が
布
三
匹
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
布
が
こ
の
馬
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
よ
う
だ
」
と
思
っ
て
歩
み
寄
っ

て
、
こ
の
男
（
下
男
）
に
言
う
こ
と
に
は
、「
こ
れ
は
ど
う
い
う
事
情
の
あ
っ
た
馬
で
す

か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、（
下
男
は
）「
陸
奥
国
か
ら
こ
の
馬
（
の
価
値
）
を
は
っ
き
り
さ
せ

よ
う
と
し
て
（
ご
主
人
様
が
）
上
京
さ
せ
な
さ
っ
た
（
こ
の
）
馬
を
、
大
勢
の
人
が
欲
し

が
っ
て
値
も
限
ら
ず
買
お
う
と
申
し
た
の
を
（
ご
主
人
様
は
）
手
放
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

（
馬
が
）
今
日
こ
の
よ
う
に
死
ん
だ
の
で
、
そ
の
値
一
匹
さ
え
も
お
取
り
に
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
私
も
せ
め
て
皮
だ
け
で
も
剝
ぎ
た
い
と
思
う
が
、
旅
先
で
は
ど
う
し
よ
う
か

（
ど
う
し
よ
う
も
な
い
）
と
思
っ
て
、（
馬
を
）
見
守
っ
て
立
っ
て
お
り
ま
す
」
と
言
っ
た
の
で
、

（
青
侍
は
）「
そ
の
こ
と
で
す
。
す
ば
ら
し
い
馬
だ
と
見
て
お
り
ま
す
う
ち
に
、
む
な
し
く

こ
の
よ
う
に
死
ぬ
こ
と
は
、
命
あ
る
物
は
い
た
ま
し
い
の
で
す
。（
皮
を
剝
ぐ
に
し
て
も
）

河
原
で
も
す
ぐ
に
乾
す
こ
と
は
お
で
き
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
辺
に
お
り
ま

す
の
で
河
原
で
（
皮
を
剝
い
で
）
使
い
ま
し
ょ
う
。（
こ
の
馬
を
私
に
）
く
だ
さ
っ
て
お
行
き

な
さ
い
」
と
言
っ
て
、（
下
男
に
）
こ
の
布
を
一
匹
与
え
た
の
で
、
男
（
下
男
）
は
「
思
い

が
け
な
い
も
う
け
物
を
し
た
」
と
思
い
、「
男
（
青
侍
）
が
思
い
返
す
と
困
る
」
と
思
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
布
を
取
る
や
い
な
や
、
振
り
返
る
こ
と
さ
え
も
せ
ず
走
っ
て
行
っ
た
。

男
（
青
侍
）
は
、（
下
男
を
）
十
分
遠
く
に
行
か
せ
て
し
ま
っ
た
後
に
、
手
を
よ
く
洗
い
清

め
て
、
長
谷
（
寺
）
の
観
音
様
の
方
に
向
か
っ
て
、「
こ
の
馬
を
生
き
返
ら
せ
て
（
私
に
）

い
た
だ
き
た
い
」
と
心
を
こ
め
て
祈
っ
て
い
る
と
、
こ
の
馬
が
目
を
見
開
く
と
す
ぐ
に
首

を
持
ち
上
げ
て
起
き
よ
う
と
し
た
の
で
、（
青
侍
は
）
そ
っ
と
手
を
か
け
て
立
ち
上
が
ら
せ

口
語
訳

８　

人
の
も
と
に
引ひ

き
も
て
行ゆ

き
て
、
そ
の
布ぬ

の

一ひ
と

匹む
ら

し
て

９　

轡
く
つ
は【
わ
】や

あ
や
し
の
鞍く

ら

に
替か

へ
て
馬む

ま

に
置を【

お
】き

て
、
亰
ざ

10　

ま
に
の
ぼ
る
ほ
ど
に
、
宇う

治ぢ

わ
た
り
に
て
日
暮く

れ
に
け
れ
ば
、
そ
の����

【
九
八
丁
オ
】（
一
九
九
頁
）

１　

夜よ

、
人ひ

と

の
も
と
に
泊と

ま

り
て
、
い
ま
一ひ

と

匹む
ら

の
布ぬ

の

し
て

２　

馬む
ま

の
草く

さ

や
わ
が
食く

ひ

物
な
ど
に
替
へ
て
、
そ
の
夜
は
泊と

ま

３　

り
ぬ
。

人
ノ
家
ニ
引
入
テ
、
布
一
段
ヲ
以
テ

賤
ノ
鞍
に
替
へ
テ
、
此
ニ
乗
テ
京

ノ
方
ニ
上
ル
ニ
、
宇
治
ノ
程
ニ
テ
日
暮
ヌ
レ
バ
、

人
ノ
家
ニ
留
テ
、
今
一
段
ヲ
以
テ

馬
草
・
我
ガ
糧
ニ
成
シ
テ
、
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た
。
嬉
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。「（
一
行
に
）
後
れ
て
い
る
人
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

先
ほ
ど
の
男
が
（
心
変
わ
り
し
て
）
戻
っ
て
来
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
不
安
に
思
わ
れ

た
の
で
、（
馬
を
）
お
も
む
ろ
に
物
陰
の
方
へ
引
き
入
れ
て
、
時
刻
が
変
わ
る
ま
で
休
ま

せ
て
、（
馬
が
）
も
と
の
よ
う
に
（
落
ち
着
い
た
）
心
持
ち
に
な
っ
た
の
で
、（
青
侍
は
）
人

の
家
に
馬
を
引
い
て
行
っ
て
、
そ
の
（
持
っ
て
い
た
）
布
一
匹
で
轡
や
そ
ま
つ
な
鞍
に
替

え
て
馬
に
置
い
て
、
京
の
方
に
上
る
う
ち
に
、
宇
治
あ
た
り
で
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
そ
の
夜
は
、
人
の
家
に
泊
ま
っ
て
、
も
う
一
匹
の
布
で
馬
の
草
や
自
分
の
食
べ
物
な

ど
に
替
え
て
、
そ
の
夜
は
（
そ
こ
で
）
泊
ま
っ
た
。

【
九
五
丁
ウ
】

●
６
道み
ち

づ
ら
な
る
人
の
家
い
ゑ【
へ
】

　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
道
辺
ナ
ル
人
ノ
小
家
」「
道
づ

ら
」
は
「
道
の
ほ
と
り
・
道
す
じ
・
途
上
」
の
意
。
本
集
用
例
は
本
例
の
み
。

●
７
日
さ
し
あ
が
り
て
辰た
つ

の
時
に
な
る
ほ
ど
に
、　　
『
宇
治
』「
日
さ
し
あ
が
り
て
辰
の
時

ば
か
り
に
、」、『
今
昔
』「
辰
時
許
ニ
、」。「
さ
し
あ
が
る
」
は
「
上
の
方
に
の
ぼ
る
」
意
。

特
に
太
陽
や
月
な
ど
が
の
ぼ
る
こ
と
を
言
う
。
本
集
用
例
は
本
例
の
み
。「
さ
し
」
は
接

頭
語
。「
辰
の
時
」
は
現
在
の
午
前
八
時
頃
、
ま
た
そ
の
前
後
二
時
間
を
さ
す
。

●
８
え
も
い
は
ず
良よ

き
馬む
ま

に
乗の

り
た
る
人
、
こ
の
馬む
ま

を
愛
あ
ひ【
い
】し
つ
ゝ（
つ
）、　　

『
宇
治
』
同
文
、

『
今
昔
』「
吉
馬
ニ
乗
タ
ル
者
ノ
ヽ
馬
ヲ
愛
シ
ツ
ヽ
」。「
え
も
い
は
ず
」
は
既
出
（『
古
本
説

話
集�

全
注
釈
』（
第
一
）
其
の
二
・
長
崎
純
心
大
学
編
「
純
心
人
文
研
究
」
第
24
号
・
二
〇
一
八
年
二

月
・
Ｐ
11�

参
照
）。「
な
ん
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
、
程
度
が
は
な
は
だ
し
い
」
意
。
良
い
こ

と
に
も
悪
い
こ
と
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
本
集
用
例
20
例
の
う
ち
18
例
（
７
ウ
６
・
８
ウ

１
・
32
オ
７
・
40
オ
３
・
55
ウ
７
・
58
ウ
４
・
68
オ
３
・
83
ウ
１
・
95
ウ
８
・
10
・
102
ウ
１
・
107
オ

１
・
107
ウ
８
・
108
ウ
５
・
112
ウ
４
・
116
ウ
８
・
117
オ
１
・
123
ウ
１
）
は
肯
定
的
な
意
で
、
２
例

（
112
オ
10
・
114
オ
８
）
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
。「
馬
」
の
本
集
用
例
は
40
例
（「
皮
籠
馬
」

１
例
「
旅
籠
馬
」
４
例
を
含
む
）
で
、
う
ち
29
例
が
本
話
で
用
い
ら
れ
る
。
す
べ
て
「
む
ま
」

表
記
で
あ
り
「
う
ま
」
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。
上
代
で
は
『
万
葉
集
』
に
「
宇
麻
・
宇

馬
・
宇
摩
」
と
表
記
す
る
例
が
多
数
見
ら
れ
、「
牟
麻
」
表
記
は
１
例
（
巻
第
二
十
・
四
三

七
二
）
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
む
ま
」
よ
り
も
「
う
ま
」
表
記
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
中
古
に
な
る
と
「
む
ま
」
の
形
が
一
般
化
し
た
。『
色
葉
字
類
抄
』
に

は
「
う
ま
」「
む
ま
」
の
両
表
記
が
見
ら
れ
る
。
実
際
の
発
音
に
つ
い
て
はm

um
a

か

m
m

a

かm
a

か
特
定
で
き
な
い
。「
愛
す
」
は
「
非
常
に
気
に
入
っ
て
、
一
途
に
か
わ
い

が
る
。
寵
愛
す
る
」
意
。
本
集
用
例
は
本
例
の
み
。『
日
国
』
の
【
語
誌
】
に
よ
れ
ば
、

対
象
へ
の
自
己
本
位
的
な
感
情
や
行
為
を
表
す
場
合
が
多
い
語
で
あ
る
。
本
話
は
仏
教
説

話
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
馬
へ
の
愛
着
を
意
味
す
る
「
愛
す
」
は
好
ま
し
く
な

い
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

●
９
道み
ち

を
も
行ゆ

き
や
ら
ず
ふ
る
ま
は
す
る

 

　

�

男
お【
を
】と
こあ
ひ
た
り
。　
　
『
宇
治
』「
道
も
ゆ
き
や
ら
ず
、

ふ
る
ま
は
す
る
ほ
ど
に
、」、『
今
昔
』「
道
モ
行
キ
不
遣
ズ
翔
ハ
セ
テ
合
タ
リ
。」。「
行
き

や
ら
ず
」
の
「
や
る
」
は
、
動
詞
の
連
用
形
に
つ
け
て
「
無
理
に
も
…
す
る
、
進
ん
で
…

し
お
お
せ
る
」
意
で
下
に
打
消
の
語
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、「（
馬
を
）
無
理

に
進
め
ず
」
と
解
釈
す
る
。
補
助
動
詞
の
「
や
る
」
は
、
本
集
に
は
「
行
き
や
る
」
の
他

に
、「
言
ひ
や
る
（
31
オ
７
）」「
思
ひ
や
る
（
126
オ
10
）」「
汲
み
や
る
（
63
オ
３
）」「
塗
り
や

る
（
63
オ
４
）」「
見
や
る
（
８
ウ
５
）」
な
ど
、
各
１
例
あ
る
。「
ふ
る
ま
ふ
」
は
「
意
識
的

に
人
目
を
引
く
行
動
を
す
る
」
意
で
、「
ふ
る
ま
は
す
」
は
こ
こ
で
は
「
人
目
を
引
く
よ

う
に
（
馬
を
）
歩
か
せ
る
」
の
意
か
。
本
話
に
お
け
る
「
男
」
は
青
侍
を
指
す
例
が
多
く
、

そ
れ
以
外
は
「
下
衆
男
」
を
指
す
例
が
３
例
（
96
ウ
５
・
97
オ
７
・
97
ウ
５
）
見
ら
れ
る
の

語
釈
・
語
法

『
色
葉
字
類
抄　

黒
川
本
』（
風
間
書
房
・
一
九
六
四
年
）
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み
で
あ
る
。
身
分
の
高
い
人
に
用
い
ら
れ
る
例
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
「
男
」
が

「
え
も
い
は
ず
良
き
馬
に
乗
り
た
る
人
」
を
指
す
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ

で
の
「
男
」
も
青
侍
で
あ
る
と
し
、「
道
を
も
行
き
や
ら
ず
ふ
る
ま
は
す
る
人
に
男
が
あ

ひ
た
り
」
と
解
釈
し
た
。
小
川
栄
一
氏
は
、「「
修
行
者
会
ひ
た
り
」
の
待
遇
性
」（
福
井

大
学
言
語
文
化
学
会
編
「
国
語
国
文
学
」
30
号
・
一
九
九
一
年
三
月
）
で
、「
会
ふ
」
表
現
に
関
し

て
は
視
点
の
一
貫
性
は
重
要
視
さ
れ
ず
、
身
分
の
低
い
者
が
主
語
、
身
分
の
高
い
者
が
目

的
語
と
な
る
が
、
身
分
に
よ
る
主
語
と
目
的
語
の
使
い
分
け
は
院
政
期
に
は
不
明
瞭
で
鎌

倉
期
に
顕
著
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
面
で
の
「
道
を
も

行
き
や
ら
ず

ふ
る
ま
は
す
る（

人
）」
と
「
男
」
は
別
人
物
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

【
九
六
丁
オ
】

●
１
千
段
鹿か

毛げ　
　
『
宇
治
』「
千
貫
が
け
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。
諸
注
釈
で
は
「
布

千
段
に
も
値
す
る
駿
馬
」
の
意
、
あ
る
い
は
「
千
段
で
も
軽
々
と
駆
け
上
る
馬
」
の
意
と

注
し
て
い
る
。「
千
段
」
は
本
集
に
本
用
例
の
み
。「
か
け
」
は
、「
駆
け
」「
掛
け
」「
鹿

毛
」
と
も
と
れ
る
が
、
本
稿
で
は
「
鹿
毛
」
と
と
る
。

↓��

●
２
た
ゞ（
だ
）死し

に
ゝ（
に
）死し

ぬ
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
只
死
ニ
死
ヌ
ル
ヲ
、」。「
た

だ
＋
動
詞
連
用
形
＋
に
＋
動
詞
連
用
形
」
は
、
ひ
た
す
ら
に
そ
の
行
為
を
繰
り
返
す
意
味

で
用
い
ら
れ
る
（『
古
本
説
話
集　

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
二
・
長
崎
純
心
大
学
編
「
純
心
人
文

研
究
」
第
28
号
・
二
〇
二
二
年
二
月
・
Ｐ
42�

参
照
）。
本
集
の
「
た
だ
」
の
用
例
は
、
59
例
。

本
用
例
と
同
様
の
句
形
は
他
に
５
例
（「
こ
と
た
ゞ
な
り
に
な
り
ぬ
れ
ば
（
63
ウ
５
）」「
た
ゞ
た

り
に
た
り
ゐ
た
る
が
（
92
ウ
３
）」「
た
ゞ
あ
り
つ
き
に
あ
り
つ
き
に
け
り
（
99
オ
７
）」「
た
ゞ
き
に
き

て
（
114
ウ
６
）」「
く
ら
た
ゞ
ゆ
る
ぎ
に
ゆ
る
ぎ
て
（
118
オ
７
）」）
あ
る
。

●
３
我わ
れ

か
に
も
あ
ら
ぬ
け
し
き
に
て
、　　
『
宇
治
』「
我
に
も
あ
ら
ぬ
け
し
き
に
て
、」、『
今

昔
』「
我
レ
ニ
モ
非
ヌ
気
色
ニ
テ
」。「
我
か
」
は
、「
我
か
人
か
」
の
略
。「
我
か
に
も
あ

ら
ず
」
は
、「
我
か
人
か
」
を
否
定
形
「
に
も
あ
ら
ず
」
で
さ
ら
に
強
め
た
言
い
方
。
自

分
な
の
か
他
人
な
の
か
判
然
と
せ
ず
、
茫
然
自
失
の
状
態
。
本
集
に
は
本
用
例
の
み
。

『
宇
津
保
物
語
』
に
「
お
と
ゞ
、
心
ま
ど
ひ
て
、
わ
れ
か
人
か
に
も
あ
ら
で
、
の
給
」（「
大

系
一
」
藤
原
の
君
・
Ｐ
189
）、『
蜻
蛉
日
記
』
天
禄
三
年
二
月
の
記
事
に
「
あ
や
し
く
我
か
ひ

と
か
に
も
あ
ら
ぬ
に
て
む
か
ひ
ゐ
れ
ば
」（「
新
大
系
」
下
・
Ｐ
174
）」
の
例
が
あ
る
。
な
お
、

本
集
に
「
わ
れ
に
も
あ
ら
ず
（
112
ウ
10
）」
１
例
、「
あ
れ
に
も
あ
ら
ず
（
70
ウ
９
・
91
オ
２
）」

が
２
例
あ
る
（「
あ
れ
に
も
あ
ら
ず
」『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
長
崎
純
心
大

学
編
「
純
心
人
文
研
究
」
第
27
号
・
二
〇
二
一
年
二
月
・
Ｐ
19�

参
照
）。

●
５
か
ひ
な
く
死し

に
果は

て
ぬ
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
甲
斐
無
ク
テ
、
死
ニ
畢

ヌ
レ
バ
、」。
動
詞
「
果
つ
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
二
・
長

崎
純
心
大
学
編
「
純
心
人
文
研
究
」
第
28
号
・
二
〇
二
二
年
二
月
・
Ｐ
45�

参
照
）。
補
助
動
詞
の

「
果
つ
」
は
、「
厭
ひ
果
つ
（
16
オ
６
）」「
押
し
果
つ
（
137
ウ
１
）」「
消
え
果
つ
（
51
ウ
８
）」

「
し
果
つ
（
135
オ
６
）」「
し
た
た
め
果
つ
（
117
オ
９
）」「
死
に
果
つ
（
96
オ
５
）」「
絶
え
入
り

果
つ
（
94
オ
７
）」「
取
り
果
つ
（
106
ウ
８
）」「
引
き
果
つ
（
133
オ
５
）」「
参
り
果
つ
（
129
ウ

４
）」「
遣
り
果
つ
（
97
オ
10
）」「
忘
れ
果
つ
（
45
ウ
８
）」
な
ど
各
１
例
が
あ
る
。

●
６
手て

を
打う

ち
あ
さ
ま
し
が
り
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
手
ヲ
打
テ
」。
手
を
打
つ

動
作
は
喜
怒
哀
楽
の
感
情
の
高
ま
り
を
表
す
。
こ
こ
で
は
、
馬
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

に
対
す
る
嘆
き
の
表
現
。
本
集
で
は
本
用
例
の
み
。「
あ
さ
ま
し
が
る
」
は
「
驚
き
あ
き

れ
た
様
子
を
外
に
表
す
。
あ
さ
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
様
子
を
す
る
」
意
。
本
集
用
例
は

本
例
を
含
め
て
６
例
（
26
ウ
5
・
54
ウ
9
・
67
オ
7
・
67
ウ
7
・
96
オ
6
・
115
オ
9
）。「
あ
さ
ま

し
」
は
既
出
（『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
一
）
其
の
一
・
長
崎
純
心
大
学
編
「
純
心
人
文
研
究
」

第
23
号
・
二
〇
一
七
年
二
月
・
Ｐ
12�

参
照
）。

●
６
泣な

き
ぬ
ば
か
り
に
思
ひ
た
れ
ど
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
泣
ク
許
思
テ
、」。

「
ぬ
ば
か
り
」
は
、
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
に
副
助
詞
「
ば
か
り
」
が
付
い
た

補
説
１

《
九
五
丁
ウ
10
》
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も
の
。『
古
典
基
礎
語
辞
典
』（
大
野
晋
編
・
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
一
一
年
）「
ば
か
り
」
の

項
に
よ
る
と
、「
ば
か
り
」
は
動
詞
「
は
か
る
（
計
）」
の
連
用
形
か
ら
転
じ
た
も
の
で
、

「
は
か
る
」
は
対
象
の
長
さ
・
重
さ
・
大
き
さ
が
ど
の
く
ら
い
で
あ
る
か
を
推
量
し
、
測

定
し
、
限
定
す
る
意
を
表
す
。
特
に
、
活
用
語
の
終
止
形
に
付
く
「
ば
か
り
」
は
、
推

量
・
推
測
・
不
安
の
気
持
ち
を
含
め
て
用
い
る
、
と
あ
る
。
本
集
の
「
ぬ
ば
か
り
」
は
本

用
例
の
み
で
あ
る
が
、『
源
氏
』
に
は
７
例
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、「
泣
き
ぬ
ば
か
り
」
４

例
（
帚
木
巻
・
末
摘
花
巻
・
夕
霧
巻
・
浮
舟
巻
）、「
枕
も
浮
き
ぬ
ば
か
り
」
１
例
（
柏
木
巻
）、

「
消
え
入
り
ぬ
ば
か
り
」
１
例
（
総
角
巻
）、「
涙
も
落
ち
ぬ
ば
か
り
」
１
例
（
東
屋
巻
）
で

あ
り
、
類
型
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
場
面
で
は
、
上
京
途
中

に
馬
を
失
っ
た
持
ち
主
の
悲
嘆
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。�

●
７
あ
や
し
の
馬む
ま　

　
『
宇
治
』『
今
昔
』
同
文
。「
あ
や
し
の
馬
」
は
「
み
す
ぼ
ら
し
い
馬
」

の
意
で
「
え
も
い
は
ず
良
き
馬
（
95
ウ
８
）」
と
の
対
比
表
現
と
思
わ
れ
る
。「
あ
や
し
」
は

既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
15�

参
照
）。
本
集
用
例
19
例
中

「
あ
や
し
＋
の
」
の
形
で
「
あ
や
し
」
を
名
詞
的
に
用
い
て
い
る
例
が
本
例
を
含
め
て
５
例

（
34
ウ
1
・
47
オ
9
・
79
オ
6
・
96
オ
７
・
97
ウ
9
）
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
「
粗
末
で
あ
る
・
み

す
ぼ
ら
し
い
」
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
あ
や
し
の
馬
（
形
容
詞
の
語
幹
＋
の
＋
名
詞
）」
の

形
は
、「
あ
や
し
き
馬
（
形
容
詞
の
連
体
形
＋
名
詞
）」
に
比
し
て
感
動
・
強
調
を
感
じ
さ
せ
る
。

●
９
我
ら
は
往い

な
ん
。
こ
れ
と
も
か
く
も
し
て
引ひ

き
隠か
く

せ
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』

「
此
レ
引
キ
隠
セ
」。「
我
ら
」
の
「
ら
」
は
複
数
と
も
強
調
と
も
と
れ
る
が
、
後
に
「
下

衆
男
一
人
を
と
ゞ
め
て
」
と
あ
る
の
で
複
数
の
意
で
あ
ろ
う
。「
引
き
隠
す
」
は
「
引
っ

込
め
て
隠
す
」
意
。
本
集
用
例
は
本
例
を
含
め
て
２
例
（
77
ウ
7
・
96
オ
9
）。
ど
ち
ら
も

切
迫
し
た
状
況
下
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。　

●
10
下げ

衆す

男
お【
を
】と
こ

一ひ
と
り人

を
と
ゞ（
ど
）め

て　
　
『
宇
治
』「
下
す
お
と
こ
を
一
人
と
ゞ
め
て
」、『
今

昔
』「
従
者
一
人
ヲ
留
テ
」。「
下
衆
男
」
は
「
身
分
の
卑
し
い
男
」
の
意
。「
下
衆
」
は
身

分
が
高
い
人
の
意
の
「
上
衆
」
と
対
を
な
す
語
で
あ
る
。

【
九
六
丁
ウ
】

●
１
見
ゝ衍
字

て
、　　
『
宇
治
』「
み
て
、」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。
諸
注
釈
は
「
見
ゝ
て
」

で
「
ゝ
」
は
衍
字
と
す
る
。「
ゝ
」
は
「
え
」
と
も
「
ら
」
と
も
読
め
る
。
仮
に
「
え
」

と
す
る
と
「（
青
侍
に
は
そ
の
状
況
が
）
見
え
て
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

字
体
か
ら
判
断
し
、
こ
こ
は
衍
字
と
と
る
。

●
１
我わ

れ

が
馬む
ま　

　
『
宇
治
』「
わ
が
馬
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
に
は
な
い
が
、
後
に
同
趣
旨
の

記
述
が
あ
る
。
助
詞
「
が
」
は
連
体
格
で
、「
私
の
馬
」
の
意
。
本
集
に
お
け
る
仮
名
書

き
の
「
わ
れ
が
」
は
、
本
例
の
み
。「
我
が
」
は
、
２
例
（
36
オ
１
―
主
格
・
99
オ
９
―
連
体

格
）。『
宇
治
』
巻
七
ノ
二
に
、「
わ
れ
が
身
は
竹
の
林
に
あ
ら
ね
ど
も
さ
た
が
こ
ろ
も
を

ぬ
ぎ
か
く
る
哉
」（「
新
大
系
」
Ｐ
179
）
と
連
体
格
で
使
用
し
て
い
る
例
が
あ
る
。　
　
　
　

●
２
藁わ
ら
す
ぢ筋
一
筋
が
柑か
う

子じ

三み

つ
に
な
り
た
り
つ
。�　
『
宇
治
』「
藁
一
筋
が
柑
子
三
に
な
り
ぬ
。」、

『
今
昔
』
該
当
箇
所
に
は
な
い
が
、
後
に
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。「
藁
筋
」
は
既
出
（
前

出
『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
20�

参
照
）。「
な
り
た
り
つ
」
の
語
構
成
は
、

動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形
＋
完
了
の
助
動
詞
「
た
り
」
の
連
用
形
＋
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」

の
終
止
形
で
あ
る
。
本
集
に
は
、
動
詞
（
補
助
動
詞
）
の
連
用
形
＋
完
了
の
助
動
詞
「
た

り
」
の
連
用
形+

完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
用
例
が
、
本
例
を
除
い
て
５
例
（
71
オ
２
・

73
オ
８
・
74
ウ
２
・
93
ウ
９
・
９
）
あ
る
が
、「
つ
」
が
終
止
形
で
あ
る
の
は
本
用
例
の
み
で

あ
る
。『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
に
は
「
ゆ
め
も
さ
は
が
し
と
の
給
は
せ
た
り
つ
」（「
新
大

系
」
Ｐ
257
）
の
例
が
あ
る
。
な
お
、
本
例
は
「
つ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
虻
を
く
く

り
つ
け
た
藁
を
大
柑
子
に
替
え
た
と
き
は
「
藁
一
筋
が
、
大
柑
子
三
つ
に
な
り
ぬ
る
こ
と

（
92
オ
９
）」、
大
柑
子
を
布
に
替
え
た
と
き
は
「
藁
筋
一
つ
が
布
三
匹
に
な
り
ぬ
る
こ
と

（
95
ウ
４
）」
と
、
い
ず
れ
も
「
ぬ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
ぬ
」
は
、
自
然
に
発
生
す
る

《
九
六
丁
ウ
１
》
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動
作
作
用
の
完
了
を
表
す
助
動
詞
な
の
で
、
青
侍
が
布
を
得
た
と
き
ま
で
は
物
々
交
換
の

結
果
そ
う
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
目
の
前
で
馬
が
急
に

倒
れ
た
こ
と
で
、
青
侍
が
長
谷
観
音
の
霊
験
を
意
識
し
た
こ
と
を
意
志
的
動
作
の
完
了
を

表
す
「
つ
」
で
表
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
今
昔
』
は
こ
の
箇
所
に
は
記
述
が
な

い
が
、
馬
を
手
に
入
れ
た
後
で
、
青
侍
は
「
我
レ
観
音
ノ
示
現
ニ
依
テ
、
藁
筋
一
ツ
ヲ
取

テ
柑
子
三
ニ
成
ヌ
。
柑
子
亦
布
三
段
ニ
成
ヌ
」
と
思
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

●
３
柑か
う

子じ

三み

つ
が
布ぬ
の

三み

匹む
ら

に
な
り
た
り
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
に
は
な

い
が
、
後
に
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。「
三
匹
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』

（
第
五
八
）
其
の
二
・
Ｐ
47�

参
照
）。

●
５
「
こ
は
い
か
な
り
つ
る
馬む
ま

ぞ
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
此
ハ
何
カ
ナ
リ
ツ
ル
馬

ノ
俄
ニ
死
ヌ
ル
ゾ
」。「
い
か
な
り
」
は
、
物
事
に
対
す
る
疑
問
を
表
す
。
こ
こ
は
、
こ
う

な
っ
た
い
き
さ
つ
を
問
う
て
い
る
。
本
集
に
16
例
、
本
話
に
は
本
用
例
以
外
に
も
、「
こ

は
い
か
な
り
つ
る
こ
と
ぞ
（
93
ウ
３
）」
の
用
例
が
あ
り
、
身
分
の
あ
り
そ
う
な
女
房
が
、

供
の
人
々
に
自
分
の
身
に
何
が
起
こ
っ
た
か
を
聞
い
て
い
る
。

●
６
「
陸み
ち
の
く
に

奥
国
よ
り　
　
『
宇
治
』「
み
ち
の
く
に
よ
り
」、『
今
昔
』「
此
レ
ハ
陸
奥
国
ヨ
リ
」。

「
陸
奥
国
」
は
、『
古
事
記
』
中
巻
神
武
天
皇
条
に
「
道
奥
石
城
國
造
」（「
大
系
」
Ｐ
166
）

と
表
記
さ
れ
、「
み
ち
の
お
く
の
く
に
」
と
読
ま
れ
て
い
た
が
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十

九
天
武
五
（
676
）
年
条
に
は
「
陸
奥
・
長
門
國
」
と
表
記
が
変
わ
り
、
以
後
現
在
に
至
る
。

読
み
は
、「
み
ち
の
く
の
く
に
」「
み
ち
の
く
に
」
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
「
む
つ
の
く

に
」
と
変
化
し
て
い
る
。『
馬
と
古
代
社
会
』（
佐
々
木
虔
一
、
川
尻
秋
生
、
黒
済
和
彦
編
・
八

木
書
店
・
二
〇
二
一
年
）
に
よ
る
と
、
京
の
馬
の
需
要
は
、
各
地
に
営
ま
れ
て
い
た
「
御
牧
」

が
担
っ
て
き
た
が
、
平
安
初
期
に
は
衰
退
し
、
陸
奥
の
「
御
牧
」
だ
け
が
残
っ
て
貢
馬
の

儀
式
も
陸
奥
の
み
で
継
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
中
世
以
前
の
東
北
の
牧
場
』（
安

田
初
雄
・
人
文
地
理
学
会
編
「
人
文
地
理
」
11
巻
５
号
・
一
九
五
九
年
）
に
は
、
権
貴
の
使
・
豪

富
の
民
が
、
陸
奥
お
よ
び
出
羽
に
往
来
し
て
馬
を
捜
し
求
め
た
た
め
、
弘
仁
六
（
815
）
年
・

延
暦
六
（
787
）
年
・
貞
観
三
（
861
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
禁
断
出
馬
」
の
官
符
を
下
し
て
、

奥
羽
の
馬
を
他
国
に
持
ち
出
す
の
を
禁
じ
て
い
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
当
時
東
北
が

良
馬
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
本
集
第
四
六
話
に
は
陸
奥
守
の
妻

と
な
っ
た
人
が
乳
母
子
に
馬
を
贈
る
逸
話
が
あ
る
。

●
６
こ
の
馬む
ま

を
た（
だ
）ゞす
と
て
上の
ぼ

ら
せ
給
つ
る
馬む
ま

を
、　　
『
宇
治
』「
え
さ
せ
給
へ
る
馬
な
り
。」、

『
今
昔
』「
此
レ
ヲ
財
ニ
テ
上
リ
給
ヘ
ル
ニ
」。「
た
ゝ
す
と
て
」
は
、
諸
注
釈
は
「
た
ゞ
す

（
据
）
え
て
」
と
す
る
。
し
か
し
、
本
集
の
「
据
う
」
の
用
例
は
本
用
例
を
除
き
４
例
（
６

オ
10
・
108
ウ
５
・
116
ウ
10
・
126
ウ
２
）
あ
る
が
、
す
べ
て
表
記
は
「
す
ゑ
」
で
、「
す
え
」
は

本
用
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
複
合
語
用
例
は
、「
か
く
し
す
う
（
14
オ
10
）」「
し
す
う

（
130
オ
９
）」「
た
て
す
う
（
66
オ
８
）」「
つ
く
り
す
う
（
56
ウ
６
・
68
オ
２
）」
が
見
ら
れ
、
い

ず
れ
も
連
用
形
で
、「
す
ゑ
」
と
表
記
し
て
い
る
。
本
用
例
の
み
が
仮
名
違
い
と
は
確
定

で
き
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
「
据
う
」
と
と
ら
ず
、
従
来
、
他
の
諸
注
釈
書
類
で
「
え
」

と
さ
れ
た
字
を
「
と
」
と
訓
み
、「
た
ゞ
す
と
て
」
と
す
る
。
山
内
洋
一
郎
氏
の
提
示
す

る
本
文
四
筆
説
（「
草
体
仮
名
の
織
り
成
す
美
と
実
と
―
―
古
本
説
話
集
四
筆
の
交
響
―
―
」『
国
語

語
彙
史
の
研
究�

三
十
二
』
和
泉
書
院
・
二
〇
一
二
年
所
収
）
に
従
っ
て
、
第
五
八
話
の
第
四
筆

部
分
（
93
ウ
１
～
99
ウ
６
）
を
検
討
す
る
と
、「
と
て
」
は
９
例
あ
る
が
、
本
箇
所
と
似
た

よ
う
な
字
は
７
例
（
93
ウ
１
・
94
オ
10
・
94
ウ
３
・
95
オ
１
・
96
ウ
１
・
97
オ
６
・
99
オ
10
）
あ
り
、

「
と
」
と
読
む
こ
と
は
可
能
と
判
断
す
る
。「
た
ゞ
す
」
は
、「
事
柄
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

た
め
に
尋
ね
た
り
調
べ
た
り
す
る
」
の
意
。
本
場
面
は
、
馬
の
持
主
が
馬
の
価
値
を
は
っ

き
り
さ
せ
よ
う
と
し
て
上
京
し
て
い
る
途
中
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。　

●
８
値あ

た
ひも
限か
ぎ

ら
ず
買か

は
ん
と
申
つ
る
を
も
放は
な

ち
給
は
ざ
り
つ
る
ほ
ど
に
、　　
『
宇
治
』「
あ

た
い
も
か
ぎ
ら
ず
買
ん
と
申
つ
る
を
も
お
し
み
て
、
は
な
ち
給
は
ず
し
て
」、『
今
昔
』

「『
直
モ
不
限
ズ
買
ム
』
ト
云
ツ
レ
ド
モ
、
惜
ム
デ
持
チ
給
ヘ
リ
ツ
ル
程
ニ
、」。「
あ
た
ひ

《
九
六
丁
ウ
６
》

《
九
三
丁
ウ
１
「
い
か
ゝ
と
て
」》
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も
か
ぎ
ら
ず
」
は
、
値
段
に
制
限
を
付
け
な
い
こ
と
。「
放
つ
」
は
「
手
放
す
」
の
意
。

●
９
そ
の
値
あ
ひ
た

一
匹ひ
き

を
だ
に
取と

ら
せ
給
は
ず
な
り
ぬ
。　
　
『
宇
治
』「
そ
の
あ
た
い
、
少
分
を

も
と
ら
せ
給
は
ず
な
り
ぬ
。」、『
今
昔
』「
其
ノ
直
一
疋
ダ
ニ
不
取
シ
テ
止
ヌ
。」。
底
本

「
あ
ひ
た
」
と
あ
る
が
、
二
行
前
（
96
ウ
８
）
に
「
あ
た
ひ
」
と
あ
り
、
字
配
り
な
ど
か
ら

判
断
し
て
「
あ
た
ひ
」
の
「
た
」
と
「
ひ
」
が
反
転
し
た
と
み
る
。「
匹
（
ひ
き
）」
は
銭

の
単
位
と
も
布
の
単
位
と
も
取
れ
る
。「
だ
に
」
は
、『
古
典
基
礎
語
辞
典
』
に
よ
る
と
、

上
代
で
は
期
待
さ
れ
る
最
小
限
の
物
事
・
状
態
を
指
し
、
打
消
・
仮
定
・
推
量
・
意
志
・

願
望
・
疑
問
・
命
令
な
ど
不
確
実
な
表
現
を
下
に
伴
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、
打
消
を
下
に
伴
っ
て
、「
せ
め
て
値
一
匹
だ
け
で
も
と
思
う
の
に
、
そ
れ
さ

え
も
」
の
意
を
表
す
。

【
九
七
丁
オ
】

●
１
皮か
は

を
だ
に
剝は

が
ば
や　
　
『
宇
治
』、『
今
昔
』
同
文
。「
だ
に
」
は
前
出
（
96
オ
10
）。
こ

こ
で
は
願
望
「
ば
や
」
を
下
に
伴
っ
て
、
期
待
さ
れ
る
最
小
限
の
物
事
・
状
態
を
指
示
す

る
。「
せ
め
て
…
だ
け
で
も
」
の
意
。

●
４
命い
の
ちあ
る
物
は
あ
さ
ま
し
き
な
り
。　
　
『
宇
治
』「
命
あ
る
物
は
あ
さ
ま
し
き
事
也
。」、

『
今
昔
』「
命
有
ル
者
ハ
奇
異
也
。」。「
あ
さ
ま
し
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』

（
第
一
）
其
の
一
・
Ｐ
12�

参
照
）。
こ
こ
は
、
元
気
だ
っ
た
馬
が
、
突
然
死
ん
だ
こ
と
に
対
す

る
い
た
ま
し
い
思
い
を
指
す
。

●
４
河か

原は
ら

に
て
も　
　
『
宇
治
』「
皮
は
ぎ
給
た
り
と
も
」、『
今
昔
』「
皮
剝
テ
モ
」。
諸
注
釈

は
「
か
は
ら
に
て
も
」
を
「
か
は
ゝ
ぎ
て
も
」
の
写
し
間
違
い
と
す
る
が
、
二
行
後
（
97

オ
６
）
の
「
か
は
ら
」
も
併
せ
て
こ
こ
で
は
文
字
ど
お
り
「
か
は
ら
（
河
原
）」
と
と
る
。

こ
の
と
き
青
侍
は
、
宇
治
に
至
る
ま
で
の
道
筋
を
歩
い
て
い
る
が
、
後
に
、

「
手
か
き
洗
ひ
て
（
97
オ
10
）」
と
あ
る
の
で
、
河
原
の
あ
る
川
筋
を
歩
い

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
中
世
民
衆
の
生
活
文
化　

下
』（
横
井
清
・

講
談
社
学
術
文
庫
・
二
〇
〇
八
年
）
の
「「
河
原
者
」
の
定
義
と
「
散
所
」
研

究
の
動
向
」
に
よ
る
と
、「
河
原
者
」
と
は
、
荘
園
制
社
会
に
お
い
て
、

底
辺
社
会
の
一
部
分
を
構
成
し
た
人
々
の
身
分
的
な
呼
称
で
、
か
れ
ら

の
生
業
は
、
死
馬
牛
の
始
末
、
屠
殺
、
皮
剝
、
汚
穢
の
清
掃
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
た
と
い
う
。『
日
葡
辞
書
』「
河
原
の
者
」
の
項
に
も
、「
死
ん

だ
獣
の
皮
を
剝
ぐ
者
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
青
侍
は
河
原
者
で
は
な
い
が
、

河
原
で
馬
な
ど
の
皮
を
剥
ぐ
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
青
侍

の
申
し
出
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

●
５
た
ち
ま
ち
に
え
乾ほ

し
得え

給
は
じ
。　

�

『
宇
治
』「
え
ほ
し
給
は
じ
。」、『
今
昔
』「
忽
マ

チ
ニ
乾
得
難
カ
リ
ナ
ム
。」。「
え
乾
し
得
給
は
じ
」
は
、「
え
…
え
（
得
）
じ
」
と
可
能
表

現
が
重
複
し
て
い
る
。
本
集
に
は
、
他
に
「
こ
た
み
は
た
れ
も
え
よ
み
え
ぬ
た
び
に
侍
め

り
（
12
オ
９
）」、「
人
の
え
よ
み
え
給
は
ざ
む
な
る
（
52
ウ
８
）」
の
例
が
あ
る
。『
源
氏
』

に
は
副
詞
「
え
」
の
用
例
が
644
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
え
…
え
（
得
）
＋
打
消
」
の
形
は
、

「
涙
こ
ぼ
れ
そ
め
ぬ
れ
ば
、
お
り
〳
〵
ご
と
に
え
ね
む
じ
え
ず
」（「
新
大
系
一
」
帚
木
巻
・

Ｐ
42
）、「
人
〻
も
あ
き
れ
て
、
い
か
に
す
べ
き
こ
と
と
も
え
お
も
ひ
え
ず
」（「
新
大
系
四
」

夕
霧
巻
・
Ｐ
96
）
の
２
例
の
み
で
あ
る
。

�《
九
七
丁
オ
６
》

《
九
七
丁
オ
４
》�

『邦訳�日葡辞書』（岩波書店・1980 年）

《
九
六
丁
ウ
10
》

《
九
六
ウ
８
》�

椎葉・安倍・市瀬・川浪・金・椎葉・福田・山口『古本説話集��全注釈』長谷寺　詣男、以蝱替大柑子事（第五八）
　　　　　　　　　　其の三（九五丁オ６～九九丁ウ６）

―　198　―

（
三
九
）



●
５
を【
お
】の
れ
は
こ
の
辺
（
へ
ん
）に
侍
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
己
ハ
此
ノ
辺
ニ
住
マ

バ
、」。
本
集
で
「
辺
」
の
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
本
例
の
他
に
２
例
（
44
ウ
２
・

108
オ
５
）。
い
ず
れ
も
「
こ
の
辺
」
で
「
辺
」
は
同
じ
字
体
で
あ
る
。「
辺
」
は
「
へ
ん
・

あ
た
り
・
わ
た
り
・
ほ
と
り
」
と
訓
む
こ
と
が
可
能
だ
が
、
本
話
に
「
こ
の
へ
ん
ち
か
く

み
づ
の
き
よ
き
所
や
あ
る
（
93
オ
３
）」
の
例
が
あ
る
の
で
、「
へ
ん
」
と
訓
む
こ
と
に
す
る
。

●
６
得え

さ
せ
て
を【
お
】は
し
ね
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
己
レ
ニ
得
サ
セ
テ
返
リ
給
ヒ

ネ
」。「
得
さ
す
」
は
、「
得
」
に
使
役
の
助
動
詞
「
さ
す
」
が
付
い
た
も
の
で
、「
く
れ

る
・
や
る
」
の
意
で
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
二
・
Ｐ
36�

参
照
）。

次
行
（
97
オ
７
）
の
「
取
ら
す
」
と
対
照
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
取
ら
す
」
は
既
出

（
前
出
『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
二
・
Ｐ
37�

参
照
）。「
お
は
し
ね
」
は
、「
行
く
」

の
尊
敬
語
に
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
命
令
形
が
つ
い
た
も
の
。「（
こ
の
馬
を
私
に
）
く

だ
さ
っ
て
お
行
き
な
さ
い
」
の
意
。
馬
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
青
侍
の
し
た
た

か
さ
が
垣
間
見
え
る
。

●
７
「
思お
も

は
ず
な
る
所せ
う

得と
く

し
た
り
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
不
思
ハ
ヌ
ニ
所
得
シ
タ

リ
」。「
お
も
は
ず
な
り
」
は
、「
思
い
が
け
な
い
さ
ま
」
の
意
。「
所
得
」
は
、
も
う
け
る

こ
と
の
意
。
中
世
・
近
世
初
頭
に
、「
生
ま
れ
な
が
ら
得
た
も
の
」
の
意
で
あ
る
「
生
得

（
せ
う
と
く
）」
の
本
義
か
ら
「
思
い
が
け
ぬ
利
益
」
に
意
味
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
説
（
井

上
章
「『
せ
う
と
く
』
論
」
日
本
文
芸
研
究
会
編
「
文
芸
研
究
：
文
芸
・
言
語
・
思
想
49
」・
一
九
六
五

年
二
月�

参
照
）
が
あ
る
。『
日
国
』「
所
得
（
し
ょ
う
と
く
）」
の
【
語
誌
】
に
は
、「「
所
」

字
に
は
「
せ
う
」
の
音
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、「
抄
徳
（
せ
う
と
く
）」（「
う
ま
い
こ
と
を
す

る
」
の
意
）
と
解
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
・
用
法
は
当
時
の
「
所
得
（
し
ょ

と
く
）」
に
類
似
し
て
お
り
、「
女
（
に
ょ
）」
を
「
に
ょ
う
」
と
発
音
し
、
院
政
時
代
に
は

「
女
房
（
に
ょ
う
ぼ
う
）」
を
「
ね
う
ば
う
」
と
も
表
記
し
た
よ
う
に
、「
所
（
し
ょ
）」
を

「
し
ょ
う
」
と
発
音
し
、「
所
得
（
し
ょ
う
と
く
）」
を
「
せ
う
と
く
」
と
表
記
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
色
葉
字
類
抄
」
を
は
じ
め
、
当
時
の
古
辞
書
で
「
所
得
」
は

「
シ
ョ
ト
ク
」
で
あ
り
、「
シ
ョ
ウ
ト
ク
」
あ
る
い
は
「
セ
ウ
ト
ク
」
と
す
る
例
は
見
え
な

い
。」
と
あ
る
。
な
お
、「
所
得
」
の
「
所
」
は
、
魚
韻
所
属
字
で
あ
っ
て
サ
行
オ
段
拗
短

音
「
シ
ョ
」
で
あ
る
が
、
そ
の
長
呼
形
「
シ
ョ
ウ
」
が
「
セ
ウ
」
と
表
記
さ
れ
る
事
例
を

列
挙
し
て
、「
セ
ウ
ト
ク
」
を
「
所
得
」
と
理
解
す
る
こ
と
に
障
礙
と
な
る
も
の
は
な
い

と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
高
松
政
雄
「
拗
音
仮
名
の
一
の
場
合
―
―
「
せ
う
と
く
（
所
得
）―
―
」
関

西
学
院
大
学
編
「
日
本
文
藝
研
究
43
」・
一
九
九
一
年
四
月�

参
照
）。
本
集
に
は
本
用
例
の
み
。

●
８
「
思
ひ
も
ぞ
返か
へ

す
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
思
ヒ
返
ス
事
モ
ヤ
有
ル
」。「
も

ぞ
」
は
、
体
言
お
よ
び
体
言
と
同
資
格
の
語
や
副
詞
を
受
け
る
慣
用
的
表
現
で
、
将
来
を

お
し
は
か
る
意
。
中
古
以
降
の
用
法
で
は
、「
好
ま
し
か
ら
ぬ
予
感
」「
危
惧
」
の
意
を
表

す
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、『
正
治
初
度
百
首
』「
柴
の
戸
の
跡
み
ゆ
ば
か
り
し
ほ
り
せ
よ

忘
れ
ぬ
人
は
か
り
に
も
ぞ
と
ふ
〈
藤
原
定
家
〉」
の
よ
う
に
、
将
来
を
期
待
す
る
場
合
も

あ
る
。
本
集
の
用
例
は
、
本
話
の
「
思
ひ
も
ぞ
返
す
（
97
オ
８
）」、「
後
れ
た
る
人
も
ぞ
来

る
（
97
ウ
５
）」、「
あ
り
つ
る
男
も
ぞ
帰
り
来
る
（
97
ウ
５
）」
の
３
例
の
み
。
い
ず
れ
も
下

男
や
青
侍
が
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
事
態
を
懸
念
す
る
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

互
い
に
自
分
の
利
益
を
逃
す
ま
い
と
す
る
打
算
的
な
心
境
を
う
か
が
わ
せ
る
。

●
９
思お
も

ひ
けら

むん

、　　
『
宇
治
』「
お
も
ふ
ら
ん
、」『
今
昔
』「
思
へ
バ
、」。「
け
む
」
の
右
に

《
九
七
丁
オ
４
》「
こ
の
辺
」��

《
一
〇
八
丁
オ
４
》「
こ
の
」

�《
四
四
丁
ウ
２
》「
こ
の
辺
」

�《
一
〇
八
オ
５
》「
辺
」
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「
ら
ん
」
と
傍
書
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
傍
書
に
従
う
と
「
思
ひ
ら
ん
」
と
な
る
の
で
、

「
ひ
」
を
「
ふ
」
と
訂
正
し
て
「
思
ふ
ら
ん
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
思
ひ
け
む
」

「
思
ふ
ら
ん
」
の
ど
ち
ら
で
も
解
釈
は
可
能
で
あ
る
が
、「
思
ひ
」
の
ま
ま
で
解
釈
で
き
る

「
思
ひ
け
む
」
を
と
る
。

●
９
見み

だ
に
も
返か
へ

ら
ず
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
逃
ガ
如
ク
シ
テ
」。「
だ
に
も
」
は
、

副
助
詞
「
だ
に
」
に
係
助
詞
「
も
」
が
重
な
っ
た
も
の
。
こ
こ
で
は
「
振
り
返
る
こ
と
さ

え
も
せ
ず
」
と
訳
す
。「
だ
に
」
は
前
出
（
96
オ
10
）。
本
集
に
「
だ
に
も
」
は
、
本
用
例

以
外
に
２
例
「
ち
か
く
だ
に
も
え
よ
ら
で
、（
28
ウ
６
）」「
な
を
だ
に
も
い
む
と
て
い
は
ぬ

事
な
れ
ば
（
56
ウ
９
）」
あ
り
、
い
ず
れ
も
下
に
打
消
表
現
を
伴
っ
て
い
る
。

●
10
よ
く
遣や

り
果は

て
ゝ（
て
）後の
ち

に
、
手て

か
き
洗あ
ら

ひ
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
然
ラ
バ
、

男
手
ヲ
洗
ヒ
口
ヲ
漱
テ
、」。「
遣
る
」
は
「
行
か
せ
る
」
の
意
。
本
集
に
は
、
動
詞
19
例

（
６
オ
４
・
23
ウ
２
・
29
オ
２
・
32
オ
４
・
５
・
42
オ
５
・
43
オ
８
・
43
ウ
３
・
５
・
48
ウ
７
・
51
オ

３
・
57
オ
６
・
６
・
58
オ
10
・
94
ウ
１
・
95
オ
１
・
133
ウ
２
・
10
・
134
ウ
１
）、
補
助
動
詞
の
「
や

る
」
は
前
出
（
95
ウ
10
）。「
果
つ
」
は
、
動
詞
の
連
用
形
に
下
接
し
て
用
い
、「
す
っ
か
り

…
す
る
、
完
全
に
…
し
て
し
ま
う
」
の
意
で
前
出
（
96
オ
５
）。「
か
き
洗
ふ
」
の
「
か
き
」

は
接
頭
語
。
本
集
に
は
、
本
用
例
の
他
に
「
か
き
出
だ
す
（
110
オ
７
）」「
か
き
抱
く
（
107

オ
５
）」「
か
き
絶
ゆ
（
45
ウ
７
）」「
か
き
登
る
（
112
ウ
６
・
113
オ
３
）」
の
例
が
あ
る
。

【
九
七
丁
ウ
】

●
１
「
こ
の
む 

ま
い 

け
て
給
（
た
ま
）は
ら
ん
」
と
念ね
ん

じ
いりた
る
ほ
ど
に　
　
『
宇
治
』「
此
馬
、
生
け

て
給
は
ら
ん
と
念
じ
ゐ
た
る
程
に
」、『
今
昔
』「「
若
シ
此
レ
御
助
ケ
ニ
依
ナ
ラ
バ
、
速
ニ

此
ノ
馬
生
サ
セ
給
ラ
ム
」
ト
念
ズ
ル
程
ニ
」。「
む
」
と
「
け
」
の
間
に
補
入
記
号
が
あ
り
、

右
に
「
ま
い
」
と
傍
書
す
る
。「
い
く
（
生
）」
は
「
死
ん
だ
も
の
、
死
に
か
け
た
も
の
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
」
の
意
。『
日
国
』
で
は
、
本
用
例
が
初
出
で
あ
る
。「
給
は
る
」
は
目

上
に
あ
た
る
人
か
ら
何
か
を
い
た
だ
く
意
の
謙
譲
語
。
本
集
に
は
15
例
（
目
次
３
例
は
除

く
）
あ
る
が
、
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
屏
風
（
11
ウ
５
）・
鏡
（
23
ウ
７
）・
長
柄
の
橋
の
切

端
（
33
ウ
１
）・
財
物
（
86
オ
８
）・
手
に
あ
た
る
も
の
（
90
ウ
８
）・
馬
を
生
き
返
ら
せ
る
（
97

ウ
１
）・
生
活
の
糧
（
100
オ
８
）・
帷
子
（
100
ウ
２
・
４
・
８
・
101
オ
１
・
５
・
６
）・
打
ち
撒
き
の

米
（
124
ウ
１
）・
米
（
129
ウ
９
）
で
あ
る
。
上
巻
３
例
は
上
位
の
人
、
下
巻
12
例
は
神
仏
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
。「
念
じ
い
る
」
は
心
を
こ
め
て
懸
命
に
祈
願
す
る
こ
と
。
本
文
で
は

「
り
」
の
字
が
若
干
右
下
に
ず
れ
て
い
る
。

���������������������������������

●
２
目め

を
見み

開あ

く
る
ま
ゝ（
ま
）に　

　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
目
ヲ
見
開
テ
」。『
全
書
』『
総

索
引
』『
全
註
解
』『
全
訳
注
』『
新
間
論
文
』
は
「
み
あ
（
見
開
）
く
」、『
岩
波
』
は
「
み

あ
（
見
上
）
ぐ
」
と
す
る
。
本
集
の
「
み
あ
く
」
は
、
す
べ
て
仮
名
表
記
（
93
ウ
３
・
97
ウ

２
・
113
オ
２
・
128
オ
９
）。
ち
な
み
に
、『
源
氏
』
11
例
も
す
べ
て
仮
名
表
記
。『
宇
治
』
４

例
は
、「
は
る
か
に
見
上
て
」（「
新
大
系
」
Ｐ
386
）
を
除
く
３
例
は
仮
名
表
記
。『
今
昔
』
は
、

「
見
上
」
17
例
、「
見
開
」
13
例
で
、「
見
上
」
は
す
べ
て
「
目
」
を
伴
わ
な
い
が
、「
見

開
」
は
す
べ
て
「
目
」
を
伴
う
。
よ
っ
て
、「
目
」
を
伴
う
本
集
の
九
三
丁
ウ
３
お
よ
び
、

本
用
例
も
「
見
開
（
み
あ
）
く
」
と
す
る
。
な
お
、「
目
」
を
伴
う
用
例
は
、『
源
氏
』
に

２
例
（「
新
大
系
五
」
Ｐ
329
・
330
）、『
宇
治
』
に
１
例
（「
新
大
系
」
Ｐ
343
）
あ
る
。

《
九
七
丁
オ
９
》��

《
九
七
丁
ウ
１
》�

《
九
七
丁
ウ
２
》
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●
３
や
を
ら
手て

を
か
け
て
起を【
お
】こ
し
立た

て
つ
。　
　
『
宇
治
』「
や
は
ら
手
を
か
け
て
お
こ
し

ぬ
。」
同
文
、『
今
昔
』「
男
寄
テ
手
ヲ
係
テ
起
シ
立
テ
ツ
。」「
や
を
ら
」
は
既
出
（
前
出

『
古
本
説
話
集�

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
二
・
Ｐ
43�

参
照
）。「
起
こ
し
立
つ
」
は
、「
寝
て
い

る
も
の
を
起
こ
し
て
立
た
せ
る
」
意
。
こ
こ
で
は
、
長
谷
観
音
の
お
か
げ
で
生
き
返
っ
た

馬
を
、
青
侍
が
そ
っ
と
手
を
か
け
て
立
ち
上
が
ら
せ
て
い
る
。

●
４
う
れ
し
き 

事 
か
ぎ
り
な
し
。　
　
『
宇
治
』『
今
昔
』
同
文
。「
き
」
と
「
か
」
の
間

に
補
入
記
号
が
あ
り
、
右
に
「
事
」
と
傍
書
す
る
。���

●
４
「
後
を【
お
】くれ
た
る
人
も
ぞ
来く

る
。
あ
り
つ
る
男
お【
を
】と
こも
ぞ
帰か
へ

り
来く

る
」　　
『
宇
治
』「
を
く
れ
て

く
る
人
も
ぞ
あ
る
。
又
、
あ
り
つ
る
男
も
ぞ
く
る
」、『
今
昔
』「
若
シ
人
モ
ゾ
来
ル
」。

「
も
ぞ
」
は
、
前
出
（
97
オ
８
）。
こ
の
場
面
は
、
布
一
匹
と
死
ん
だ
馬
を
交
換
し
た
青
侍

が
、
長
谷
観
音
に
祈
願
す
る
と
生
き
返
っ
た
た
め
、
嬉
し
い
と
同
時
に
先
の
馬
の
持
主
の

心
変
り
が
不
安
に
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
（
福
田
益
和
「
解
釈
文
法
の
立
場
よ
り
―
―

「
も
ぞ
」・「
も
こ
そ
」
に
つ
い
て
の
私
見
」
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
編
「
語
文
研
究
31
・
32
」・
一
九

七
一
年
十
月
・
Ｐ
99�

参
照
）。

●
６
や
う
〳（
や
う
）〵

か
く
れ
の
方か
た

へ
引ひ

き
入い

れ
て
、　　
『
宇
治
』「
や
う
〳
〵
か
く
れ
の
か
た
に

引
入
て
、」、『
今
昔
』「
漸
ク
隠
タ
ル
方
ニ
引
入
レ
テ
、」。「
や
う
〳
〵
」
は
、
古
く
は
漢

文
訓
読
用
語
で
あ
っ
た
「
や
う
や
く
（
漸
）」
に
対
し
て
、
主
に
和
文
体
の
作
品
で
用
い

ら
れ
た
。
時
間
の
経
過
が
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
さ
ま
を
い
い
、「
そ
ろ
そ
ろ
。
お
も
む
ろ
に
」

の
意
。
こ
こ
で
は
青
侍
が
生
き
返
っ
た
馬
を
人
目
に
付
か
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
隠
す

さ
ま
を
表
す
。
本
集
に
は
本
用
例
を
除
い
て
13
例
（
41
ウ
１
・
76
ウ
８
・
79
オ
４
・
93
ウ
３
・

112
ウ
６
・
115
オ
８
・
118
オ
２
・
127
オ
１
・
131
ウ
２
・
135
ウ
３
・
６
・
137
オ
４
・
10
）
あ
る
。「
か
く

れ
の
方
」
は
、「
人
目
に
つ
か
な
い
所
。
物
陰
や
建
物
の
裏
の
方
」
の
意
で
、
本
集
に
は

本
用
例
の
み
。

●
９
亰
ざ
ま　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
京
ノ
方
」。「
京
さ
ま
」
と
も
。「
ざ
ま
」
は
接

尾
語
で
、
上
・
下
、
前
・
後
、
内
・
外
な
ど
の
位
置
関
係
や
方
角
、
ま
た
特
定
の
場
所
を

示
す
語
と
い
っ
た
体
言
に
付
く
。
こ
こ
で
は
、「
京
の
方
」
の
意
。
そ
の
方
向
・
そ
の
方

面
を
表
す
。「
京
ざ
ま
」
の
本
集
用
例
は
他
に
１
例
（
98
オ
３
）
あ
る
。
な
お
、
同
義
の

「
ざ
ま
（
さ
ま
）」
は
、「
う
へ
ざ
ま
（
114
ウ
５
・
115
オ
１
）」「
そ
ら
ざ
ま
（
117
ウ
７
）」「
に
し

ざ
ま
（
47
オ
２
）」「
ひ
ん
が
し
ざ
ま
（
69
オ
７
）」「
ほ
か
ざ
ま
（
130
オ
６
）」「
御
だ
う
ざ
ま

（
66
ウ
10
・
135
ウ
７
）」「
や
ま
ざ
ま
（
134
ウ
４
）」「
よ
こ
ざ
ま
（
64
ウ
１
）」
の
10
例
あ
る
。

●
10
宇う

治ぢ

わ
た
り
に
て　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
宇
治
ノ
程
ニ
テ
」。「
宇
治
」
は
京

都
府
南
部
の
地
名
で
、
宇
治
川
が
京
都
盆
地
に
流
出
す
る
扇
状
地
に
位
置
す
る
。
大
和
と

近
江
を
結
ぶ
交
通
路
の
宇
治
川
渡
河
地
点
と
し
て
、�

早
く
か
ら
開
け
て
い
た
。
平
安
時
代

に
は
、
景
勝
地
で
京
都
に
近
い
た
め
藤
原
一
門
の
別

荘
が
営
ま
れ
た
。「
わ
た
り
」
は
、
基
準
と
な
る
場

所
も
含
め
た
付
近
一
帯
を
漠
然
と
指
す
。
本
用
例
は

接
尾
語
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
集
に
は
本
用
例

を
除
い
て
７
例
（
39
ウ
７
・
98
オ
４
・
114
オ
６
・
116
オ

４
・
118
オ
１
・
121
ウ
２
・
130
ウ
９
）
あ
る
。
類
義
語
「
あ

た
り
」
は
、
基
準
と
な
る
場
所
も
含
め
た
付
近
一
帯

を
指
し
、
単
独
で
使
用
可
能
で
あ
る
。
本
集
に
は
３

例
（
13
ウ
10
―
単
独
・
25
ウ
９
・
73
オ
９
）
あ
る
。

【
九
八
丁
オ
】

●
１
い
ま
一ひ
と

匹む
ら

の
布ぬ
の

し
て　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
今
一
段
ヲ
以
テ
」。「
い
ま
」
は

副
詞
で
、「
さ
ら
に
、
そ
の
上
、
あ
と
、
も
う
」
な
ど
と
訳
す
。
こ
の
意
味
で
の
副
詞

「
い
ま
」
の
本
集
で
の
用
例
は
他
に
８
例
（
20
ウ
９
・
75
ウ
６
・
81
オ
９
・
99
オ
９
・
111
ウ
５
・

123
ウ
７
・
126
ウ
６
・
128
オ
４
）
あ
る
。

《
九
七
丁
ウ
４
》
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長（
は
つ
せ
で
ら
さ
ん
け
い
の
を
と
こ
、あ
ぶ
を
も
ち
て
だ
い
か
う
じ
に
か
ふ
る
こ
と
）

谷
寺

詣
男
、
以
蝱
替
大
柑
子
事
（
第
五
八
）

 

其
の
三
②
（
九
八
丁
オ
３
～
九
九
丁
ウ
６
）　

【
九
八
丁
オ
】（
一
九
九
頁
）

３　

翌つ
と

朝め
て

、
い
と
疾（ゝ

と
）く

亰
ざ
ま
に
上の

ぼ

り
け
れ
ば
、
九
条　

４　

わ
た
り
な
る
人
の
家

い
ゑ【
へ
】に

、
物
へ
行い

か
む
ず
る
や
う
に
て
、
た
ち
騒

さ
は【
わ
】ぐ

５　

所と
こ
ろあ

り
。「
こ
の
馬む

ま

、
亰
に
率い【

ゐ
】て

行ゆ

き
た
ら
ん
に
、
見み

知し

り

６　

人
あ
り
て
『
盗ぬ

す

み
た
る
か
』
な
ど
言い

は
れ
ん
も
よ
し
な
し
。

７　

や
を
ら
こ
れ
を
売う

り
て
ば
や
」
と
思
ひ
て
、「
か
や
う
の
所
に
馬む

ま

な

８　

ど
用よ

う

す
る
物
ぞ
か
し
」
と
て
下を【

お
】り

、
走は

し

り
て
寄よ

り
て
「
も
し
、

９　

馬む
ま

な
ど
や
買か

は
せ
給
ふ
」
と
問（ゝ

と
）ひ

け
れ
ば
、「
馬む

ま

を
が
な
」
と
願ね

が

ひ

10　

惑ま
ど

ひ
け
る
ほ
ど
に
、
こ
の
馬む

ま

を
見
て
「
い
か
に
せ
ん
」
と
騒

さ
は【
わ
】ぎ

【
九
八
丁
ウ
】（
二
〇
〇
頁
）

１　

て
、「
た
ゞ（

だ
）今い
ま

、
絹き

ぬ

な
ど
な
む
無な

き
を
、
こ
の
鳥と

羽ば

の
田た

や
よ（

米
）

２　

ね
な
ど
に
は
替か

へ
て
ん
や
」
と
言い

ひ
け
れ
ば
、「
中
〳（

な
か
）〵

絹き
ぬ

よ
り
は
だ（

第

３　

い一

）ち
の
こ
と
也
」
と
思
ひ
て
、「
絹き

ぬ

・
布（ゝ

ぬ
）のこ

そ
用よ

う

に
は
侍
へ二

れ
。

４　

を【
お
】の

れ
は
旅た

び

な
れ
ば
、
田た

な
ど
は
何な

に

ゝ（
に
）か

は
せ
ん
ず
る

５　

と
思
ひ
給た

ま

ふ
れ
ど
も
、
馬む

ま

の
御
用よ

う

あ
る
べ
く
は
、
た
ゞ（

だ
）仰お
ほ

６　

せ
に
こ
そ
は
従し

た
がは

め
」
と
言い

へ
ば
、
こ
の
馬む

ま

に
乗の

り
、
心
み
、

７　

馳は

せ
な
ど
し
て
、「
た
ゞ（

だ
）思

ひ
つ
る
様さ

ま

な
り
」
と
言い

ひ
て
、
こ
の

８　

鳥と

羽ば

の
、
近ち

か

き
田
三
丁
、
稲い

ね

少す
こ

し
、
米よ

ね

な
ど
取（ゝ

と
）ら

せ
て
、

９　

や
が
て
こ
の
家

い
ゑ【
へ
】を

預あ
づ

け
て
、「
を【

お
】の

れ
も
し
命い

の
ちあ

り
て　

10　

帰か
へ

り
上の

ぼ

り
た
ら
ば
、
そ
の
時と

き

に
返か

へ

りし

得え

さ
せ
給
へ
。
上の

ぼ

【
九
九
丁
オ
】（
二
〇
一
頁
）　

　
　
　

����

二

１　

ら
ざ
ら
む
限か

ぎ

り
は
、
か
く
て
ゐ
給
へ
れ
。
も
し
又
命い

の
ち

絶た

え
て

２　

な
く
も
な
り
な
ば
、
や
が
て
わ
が
家

い
ゑ【
へ
】に

し
給
へ
。
子こ

も
侍
ら
ね
ば
、

『
今
昔
物
語
集
』（
巻
第
十
六
参
長
谷
男
依
観
音
助
得
富
語
第
二
十
八
）

 （
新
日
本
古
典
文
学
大
系
35
・
一
九
九
三
年
・
岩
波
書
店
・
底
本
：
東
大
本
甲
）

�

暛
ヌ
レ
バ
京
ヘ
上
ル
ニ
、
九
条

渡
ナ
ル
人
ノ
家
ヲ
見
ル
ニ
、
物
ヘ
行
ム
ズ
ル
様
ニ
出
立
チ
騒
グ
。

男
ノ
思
ハ
ク
、「
此
ノ
馬
ヲ
京
ニ
将
行
ラ
ム
ト
、
若
シ
見
知
タ
ル

人
モ
有
テ
、
盗
タ
ル
ト
被
云
ム
モ
由
無
シ
。

然
レ
バ
、
此
ニ
テ
売
ラ
ム
。
出
立
ス
ル
所
ニ
ハ
馬

要
ス
ル
物
ゾ
カ
シ
」
ト
思
テ
、
馬
ヨ
リ
下
テ
寄
テ
、

「
馬
ヤ
買
フ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、
馬
ヲ
求
ル
間
ニ
テ
、

此
ノ
馬
ヲ
見
ル
ニ
、
実
ニ
吉
キ
馬
ニ
テ
有
レ
バ
、
喜
テ
云
ク
、

「
只
今
絹
・
布
ナ
ド
ハ
無
キ
ヲ
、
此
ノ
南
ノ
田
居
ニ
有
ル
田
ト
米

少
ト
ニ
ハ
替
テ
ム
ヤ
」
ト
。

男
ノ
云
ク
、「
絹
・
布
コ
ソ
ハ
要
ニ
ハ
侍
レ
ド
モ
、

馬
ノ
要
有
ラ
バ
、
只
仰
ニ
随
ハ
ム
」
ト
。

然
レ
バ
、
此
ノ
馬
ニ
乗
リ
試
ム
ル
ニ
、

実
ニ
思
フ
様
也
ケ
レ
バ
、

九
条
田
居
ノ
田
一
町
・
米
少
ニ
替
ヘ
ツ
。
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翌
朝
、
大
変
早
く
京
方
面
に
上
っ
て
い
く
と
、
九
条
辺
り
に
あ
る
人
の
家
に
、
ど
こ
か
へ

出
掛
け
る
よ
う
な
様
子
で
、
大
騒
ぎ
す
る
所
が
あ
る
。「
こ
の
馬
（
を
）、
京
に
連
れ
て

行
っ
た
な
ら
ば
、（
青
侍
を
）
見
知
っ
て
い
る
人
が
い
て
『
盗
ん
だ
の
か
』
な
ど
と
言
わ
れ

る
と
し
た
ら
（
連
れ
て
行
く
）
甲
斐
が
な
い
。
そ
っ
と
こ
れ
を
売
っ
て
し
ま
い
た
い
」
と

思
っ
て
、「
こ
の
よ
う
な
所
で
馬
な
ど
使
う
も
の
で
あ
る
よ
」
と
（
思
っ
て
、
馬
を
）
下
り
、

走
っ
て
寄
っ
て
「
も
し
か
し
た
ら
、
馬
な
ど
を
お
買
い
に
な
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、（
相
手
は
）「
馬
が
ほ
し
い
」
と
ひ
た
す
ら
願
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
馬
を
見
て
「（
ほ

し
い
も
の
だ
が
）
ど
う
し
よ
う
」
と
騒
い
で
、「
ち
ょ
う
ど
今
、
絹
な
ど
無
い
の
で
、
こ
の

鳥
羽
の
田
や
米
な
ど
に
替
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
た
の
で
、（
青
侍
は
）「
む
し
ろ

絹
よ
り
は
（
田
や
米
を
も
ら
う
ほ
う
が
）
一
番
だ
」
と
思
っ
て
、「
絹
・
布
こ
そ
入
り
用
で
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
旅
（
の
途
中
）
な
の
で
、
田
な
ど
は
何
に
し
よ
う
か
と
思
い
申
し
上
げ

ま
す
が
、（
あ
な
た
が
）
馬
の
ご
入
り
用
が
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、
た
だ
仰
せ
に
従
い
ま
し
ょ

う
」
と
言
う
と
、（
相
手
は
）
こ
の
馬
に
乗
り
、（
乗
り
心
地
を
）
試
し
、
走
ら
せ
な
ど
し
て
、

「
全
く
思
っ
た
（
と
お
り
の
）
様
子
だ
」
と
言
っ
て
、
こ
の
鳥
羽
の
、（
九
条
の
家
に
）
近
い

田
三
丁
、
稲
少
し
、
米
な
ど
を
取
ら
せ
て
、
そ
の
ま
ま
こ
の
家
を
預
け
て
、「
私
に
も
し

命
が
あ
っ
て
都
に
帰
っ
て
き
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
返
し
て
（
私
に
）
く
だ
さ
い
。
上
京

し
な
い
間
は
、
こ
う
し
て
（
住
ん
で
）
い
て
く
だ
さ
い
。
も
し
ま
た
（
私
が
）
命
絶
え
て
死

口
語
訳

３　

と
か
く
言い

ふ
人
も
よ
も
侍
ら
じ
」
と
言い

ひ
て
、
預あ

づ

け
て
や
が
て
い
に

４　

け
れ
ば
、
そ
の
家

い
ゑ【
へ
】は

得え

た
り
け
る
。
米よ

ね

、
稲い

ね

な
ど
取と

り
置を【

お
】き

て
、

５　

か
は
り
ゐ
に
け
り
。
た
ゞ（

だ
）一ひ
と

人り

な
り
け
れ
ど
、
食く

ひ

物
あ
り
け

６　

れ
ば
、
傍か

た
はら

な
り
け
る
下げ

衆す

な
ど
い
で
き
て
、
使つ

か

は
れ
な
ど

７　

し
て
、
た
ゞ（

だ
）あ

り
つ
き
に
あ
り
つ
き
に
け
り
。
二
月
ば
か
り
の

８　

事
な
り
け
れ
ば
、
そ
の
得え

た
り
け
る
田た

を
、
半な

か

ら
は
人
に
つ

９　

く
ら
せ
、
い
ま
半な

か

ら
は
我
が
料れ

う

に
つ
く
ら
せ
た
り
け
る
が
、

10　

人ひ
と

の
か
た
に
と
て
つ
く
り
た
り
け
る
、
よ
け
れ
ど
も
例れ

い

の

【
九
九
丁
ウ
】（
二
〇
二
頁
）

１　

ま
ゝ（

ま
）に

て
、
を【

お
】の

れ
が
料れ

う

と
名な

づ
け
た
り
け
る
、
こ
と
の
ほ
か

２　

に
多お

ほ

く
出い

で

来き

た
り
け
れ
ば
、
多お

ほ

く
刈か

り
を【

お
】き

て
、
そ
れ
う

３　

ち
始は

じ

め
、
風か

ぜ

の
吹ふ

き
つ
く
る
や
う
に
徳と

く

つ
き
て
、
い
み

４　

じ
き
人
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
そ
の
家

い
ゑ【
へ
】主あ
る
じも

お
と
せ

５　

ず
な
り
に
け
れ
ば
、
そ
の
家
も
我わ

が
物
に
て
、
こ
と
の
ほ
か
に
徳と

く

６　

あ
る
物
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。

男
、
券
ナ
ド
拈
メ
取
テ
、
京
ニ
髴
知
タ
リ
ケ
ル
人
ノ
家
ニ
行
キ
宿
リ
テ
、
其
ノ
米
ヲ
糧
ト
シ
テ
、

二
月
許
ノ

事
ナ
レ
バ
、
其
ノ
田
ヲ
其
ノ
渡
ノ
人
ニ
預
テ
令
作
テ
、
半
ヲ
バ
取
テ
、

其
レ
ヲ
便
ト
シ
テ
世
ヲ
過
ス
ニ
、
便
リ
只
付
キ
ニ
付
テ
、

家
ナ
ド
儲
テ
楽
シ
ク
ゾ
有
ケ
ル
。

其
ノ
後
ハ
、「
長
谷
ノ
観
音
ノ
御
助
ケ
也
」
ト
知
テ
、
常
ニ
参
ケ
リ
。

観
音
ノ
霊
験
ハ
此
ク
難
有
キ
事
ヲ
ゾ
示
シ
給
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
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ん
で
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
家
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
私
に
は
）
子
も
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
と
や
か
く
言
う
人
も
よ
も
や
お
り
ま
す
ま
い
」
と
言
っ
て
、（
家
を
青
侍
に
）

預
け
て
そ
の
ま
ま
去
っ
た
の
で
、
そ
の
家
は
（
青
侍
が
）
手
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
米
、

稲
な
ど
を
取
っ
て
お
い
て
、（
主
人
に
）
替
わ
っ
て
（
青
侍
が
そ
の
家
に
）
住
ん
で
し
ま
っ
た
。

（
青
侍
は
）
た
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
が
、
食
べ
物
が
あ
っ
た
の
で
、
近
辺
に
い
た
身
分
の
低

い
者
な
ど
が
現
れ
て
、（
青
侍
に
）
使
わ
れ
な
ど
し
て
、
次
々
に
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

二
月
ご
ろ
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
手
に
入
れ
て
い
た
田
を
、
半
分
は
人
に
作
ら
せ
、

も
う
半
分
は
自
分
の
分
に
作
ら
せ
て
い
た
が
、
人
の
分
に
と
い
う
こ
と
で
作
っ
て
い
た

（
方
は
）、（
出
来
は
）
よ
い
が
並
み
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
自
分
の
分
（
の
田
）
と
名
づ
け
て
い

た
方
は
、
思
い
の
ほ
か
に
多
く
出
来
た
の
で
、（
そ
れ
を
）
多
く
刈
っ
て
置
い
て
、
そ
れ
を

始
め
と
し
て
、
風
が
（
も
の
を
）
吹
き
寄
せ
る
よ
う
に
裕
福
に
な
っ
て
、
た
い
そ
う
富
裕

な
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
（
も
と
の
）
家
の
主
人
も
音
沙
汰
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
の
家
も
自
分
の
物
で
（
あ
っ
て
）、
格
別
に
裕
福
な
者
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

【
九
八
丁
オ
】

●
３
九
条
わ
た
り
な
る
人　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
九
条
渡
ナ
ル
人
」。「
九
条
」
は
、

平
安
京
の
八
条
大
路
以
南
、
九
条
大
路
以
北
の
地
。『
新
大
系
』
の
脚
注
は
「
平
安
京
の

南
端
に
当
る
が
、
五
条
以
南
は
早
く
か
ら
荒
蕪
の
地
と
な
り
、
七
条
辺
も
す
で
に
朱
雀
野

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
田
野
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
す
る
。「
わ
た
り
」
は
前
出
（
97
ウ
10
）。

「
な
る
」
は
そ
の
場
所
に
存
在
し
て
い
る
意
を
表
す
断
定
の
助
動
詞
の
連
体
形
。

●
４
物
へ
行い

か
む
ず
る
や
う
に
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
物
へ
行
ム
ズ
ル
様
ニ
」。

「
ど
こ
か
へ
出
掛
け
る
よ
う
な
様
子
で
」
の
意
で
、「
物
」
は
場
所
を
漠
然
と
示
し
て
い
る
。

「
む
ず
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集　

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
二
・
Ｐ
54�

参
照
）。
こ
こ

で
は
「
む
ず
」
の
連
体
形
用
法
と
し
て
婉
曲
の
意
味
に
と
る
。

●
４
た
ち
騒
さ
は【
わ
】ぐ
所と
こ
ろあ
り
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
出
立
チ
騒
グ
。」。「
た
ち
」
は
接

頭
語
。
下
の
動
詞
の
意
味
を
強
め
た
り
、
や
や
改
ま
っ
た
感
じ
を
表
し
た
り
す
る
。「
た

ち
騒
ぐ
」
は
「
大
騒
ぎ
を
す
る
。
騒
ぎ
立
て
る
」
意
。
本
集
に
は
本
用
例
の
み
。

●
５
見み

知し

り
人　
　
『
宇
治
』「
見
知
り
た
る
人
」、『
今
昔
』「
見
知
タ
ル
人
」。
青
侍
を
見

知
っ
て
い
る
人
。『
総
索
引
』
は
「
み
し
り
び
と
」
と
訓
ま
せ
る
。『
日
国
』
は
「
み
し
り

に
ん
（
見
知
人
）」
と
し
て
、
本
用
例
を
初
出
用
例
と
す
る
。
本
集
に
は
本
用
例
の
み
。

●
６
よ
し
な
し
。　
　
『
宇
治
』『
今
昔
』
同
文
。「
よ
し
な
し
」
は
、
こ
こ
で
は
「
甲
斐
が

な
い
。
む
だ
骨
折
り
で
あ
る
」
の
意
。
本
集
に
は
他
に
３
例
（
37
オ
４
・
72
ウ
９
・
116
ウ
２
）

あ
る
。　
　

●
８
用よ
う

す
る
物
ぞ
か
し
」　　
『
宇
治
』「
用
な
る
物
ぞ
か
し
」、『
今
昔
』「
要
ス
ル
物
ゾ
カ

シ
」。
諸
注
釈
は
『
今
昔
』
に
よ
っ
て
「
要
す
る
物
」
と
す
る
。
当
時
、「
ヨ
ー
」
と
発
音

す
る
「
よ
う
（
ふ
）」「
え
う
（
ふ
）」「
や
う
（
ふ
）」
の
仮
名
遣
い
は
混
乱
し
て
い
た
た
め
、

「
要
す
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
集
本
文
の
表
記
に
従
い
、「
用
す
」
と
す
る
。「
用
（
よ

う
）
す
」
も
「
要
（
や
う
）
す
」
も
意
味
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。「
ぞ
か
し
」
は
係
助

詞
「
ぞ
」
＋
終
助
詞
「
か
し
」。
念
を
押
し
つ
つ
断
定
す
る
意
。
本
集
に
は
他
に
３
例
（
５

ウ
５
・
53
オ
９
・
53
ウ
２
）
あ
る
。

●
８
「
も
し
、
馬む
ま

な
ど
や
買か

は
せ
給
ふ
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
馬
ヤ
買
フ
」。「
も

し
」
は
副
詞
。
疑
問
や
推
量
の
表
現
で
、
確
実
で
は
な
い
が
十
分
あ
り
得
る
様
を
表
す
。

「
も
し
や
、
あ
る
い
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
も
し
か
し
て
」
の
意
で
あ
る
。

●
９
「
馬む
ま

を
が
な
」
と
願ね
が

ひ
惑ま
ど

ひ
け
る
ほ
ど
に
、　　
『
宇
治
』「「
馬
が
な
」
と
思
け
る
ほ
ど

に
て
」、『
今
昔
』「
馬
ヲ
求
ル
間
ニ
テ
」。「
を
が
な
」
は
願
望
を
表
す
。
本
集
に
は
本
用

例
の
み
。「
惑
ふ
」
は
、
他
の
動
詞
に
つ
い
て
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
時
、
そ
の

動
作
の
程
度
が
激
し
い
こ
と
を
表
す
。「
ひ
ど
く
…
…
す
る
。
ひ
た
す
ら
…
…
す
る
」
の

意
で
あ
る
。「
ほ
ど
に
」
は
接
続
助
詞
的
な
用
法
と
と
る
。『
日
国
』
の
初
出
は
『
平
家
』

巻
二
・
大
納
言
死
去
で
あ
る
が
、
そ
の
早
い
用
例
と
み
る
。　

【
九
八
丁
ウ
】

●
１
「
た
ゞ（
だ
）

今い
ま

、
絹き
ぬ

な
ど
な
む
無な

き
を
、　　

�

『
宇
治
』「
只
今
、
か
は
り
絹
な
ど
は
な
き

を
、」、『
今
昔
』「
只
今
絹
・
布
ナ
ド
ハ
無
キ
ヲ
、」。
こ
こ
の
「
き
ぬ
」
は
、『
宇
治
』
に

「
か
は
り
絹
」、『
今
昔
』
に
「
絹
・
布
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
九
八
丁
ウ
３
に
「
き
ぬ
ゝ

語
釈
・
語
法
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の
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
絹
」
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
絹
布
は
通
貨
の
役
割
も
持
っ
て
い

た
。「
絹
」
と
し
て
の
「
き
ぬ
」
の
用
例
は
本
集
で
は
本
話
の
み
本
丁
ウ
に
３
例
（
１
・

２
・
３
行
）
あ
る
。

●
１
こ
の
鳥と

羽ば

の
田た

や
よ（
米
）ね
な
ど
に
は
替か

へ
て
ん
や
」　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
此
ノ

南
ノ
田
居
ニ
有
ル
田
ト
米
少
ト
ニ
ハ
替
テ
ム
ヤ
」。『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』（
平
凡
社
・
一

九
七
九
年
～
二
〇
〇
四
年
・「
鳥
羽
郷
」
の
項
）
に
よ
る
と
「
地
名
と
し
て
の
鳥
羽
は
、
平
安

京
の
南
部
の
外
港
と
し
て
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
た
め
、
史
料
上
に
散
見
す
る
。
し
か
し

郷
の
実
体
と
な
る
と
把
握
し
が
た
い
」
と
す
る
。
大
ま
か
に
言
う
と
、
現
在
の
京
都
市
南

区
上
鳥
羽
と
伏
見
区
下
鳥
羽
一
帯
の
地
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
は
「
鳥
羽
田
」
と
し
て

歌
枕
で
有
名
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
（『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店
・

一
九
八
三
～
一
九
二
二
年
か
ら
引
用
す
る
）。

　

82
や
ま
し
ろ
の
と
ば
た
の
お
も
を
み
わ
た
せ
ば

�

ほ
の
か
に
け
さ
ぞ
秋
か
ぜ
は
ふ
く
（『
詞
花
和
歌
集
』）

　

226
早
苗
と
る
と
ば
た
の
お
も
を
み
わ
た
せ
ば

�

い
く
な
み
あ
ら
ん
た
ご
の
を
が
さ
よ
（『
俊
成
五
社
百
首
』）

　

1084
や
ま
し
ろ
の
と
ば
た
の
さ
な
へ
と
り
も
あ
へ
ず

�

す
ゑ
こ
す
か
ぜ
に
秋
ぞ
ほ
の
め
く
（『
秋
篠
月
清
集
』）

●
２
「
中
〳（
な
か
）〵

絹き
ぬ

よ
り
は
だ（

第

一

）

い
ち
の
こ
と
也
」　　
『
宇
治
』「
中
〳
〵
絹
よ
り
は
第
一
の
事

也
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
だ
い
ち
」
の
候
補
と
し
て
は
、「
第
一
」「
大
事
」「
大

地
」
が
考
え
ら
れ
る
。「
大
事
」
は
「
だ
い
じ
」
で
、
当
時
「
じ
」「
ぢ
」
の
混
乱
は
見
ら

れ
ず
、
本
集
用
例
７
例
（
16
ウ
８
・
72
オ
１
・
89
ウ
７
・
90
オ
５
・
93
オ
８
・
101
ウ
９
・
119
ウ
10
）

は
、
す
べ
て
「
大
事
」
と
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
本
用
例
の
み
が
仮
名
表
記
で
仮
名

違
い
で
あ
る
。「
大
地
」
で
は
解
釈
が
不
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
だ
い
ち
」
は
「
だ
い

い
ち
（
第
一
）」
の
縮
約
形
と
解
す
る
。���

●
３
「
絹き
ぬ

・
布（ゝ
ぬ
）のこ
そ
用よ
う

に
は
侍
へ二
れ
。　
　
『
宇
治
』「
絹
や
銭
な
ど
こ
そ
用
に
は
侍
れ
。」、

『
今
昔
』「
絹
・
布
コ
ソ
ハ
要
ニ
ハ
侍
レ
ド
モ
、」。
当
時
は
、
貴
族
は
絹
、
庶
民
は
布
（
植

物
由
来
の
繊
維
で
で
き
た
も
の
）
を
着
て
い
た
。「
布
」
は
大
麻
・
苧
麻
・
栲
な
ど
の
靱
皮
繊

維
や
樹
皮
繊
維
を
柔
ら
か
く
し
て
糸
と
し
て
平
織
に
し
た
織
物
で
、
本
集
用
例
は
、
本
用

例
の
他
に
11
例
（
47
オ
10
・
95
オ
６
・
95
ウ
３
・
３
・
４
・
96
ウ
３
・
４
・
97
オ
７
・
９
・
97
ウ

８
・
98
オ
１
）
あ
り
、
す
べ
て
仮
名
表
記
で
う
ち
10
例
は
本
話
で
の
用
例
で
あ
る
。
な
お
、

木
綿
は
戦
国
時
代
末
期
か
ら
栽
培
さ
れ
始
め
る
。「
侍
れ
」
は
原
本
「
へ
」
を
見
せ
消
ち

に
し
て
い
る
。

●
５
思
ひ
給た

ま

ふ
れ
ど
も
、　　
『
宇
治
』「
思
給
ふ
れ
ど
、」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
給

ふ
れ
」
は
謙
譲
。
謙
譲
の
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
は
本
集
で
他
に
２
例
（
12
ウ
１
・
55
オ
９
）。

『
新
間
論
文
』
は
「
男
は
絹
よ
り
土
地
の
方
が
い
い
と
心
中
で
は
考
え
な
が
ら
、
口
で
は

逆
の
こ
と
を
言
っ
て
、
相
手
と
の
交
渉
を
有
利
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
確
に
さ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。　
　
　
　

●
６
こ
の
馬む
ま

に
乗の

り
、
心
み
、
馳は

せ
な
ど
し
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「
此
ノ
馬
ニ

乗
リ
試
ム
ル
ニ
、」。『
新
大
系
』『
新
間
論
文
』
は
「
の
（
乗
）
り
心
み
」、『
岩
波
』『
全

書
』『
総
索
引
』『
全
註
解
』『
全
訳
注
』
は
「
心
み
は
（
馳
）
せ
」
と
し
て
い
る
が
、「
心

み
」
を
一
動
詞
と
し
て
独
立
さ
せ
て
考
え
る
。

●
７
こ
の
鳥と

羽ば

の
、
近ち
か

き
田
三
丁
、
稲い
ね

少す
こ

し
、
米よ
ね

な
ど
取（ゝ
と
）ら
せ
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、

『
今
昔
』「
九
条
田
居
ノ
田
一
町
・
米
少
ニ
替
ヘ
ツ
。」。『
今
昔
』
に
は
、「
鳥
羽
」
の
地
名

が
一
切
出
て
こ
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
一
丁
（
町
）
は
一
〇
段
。
約
九
九
・
一
八

ア
ー
ル
。
当
時
、
米
は
穂
束
の
形
か
籾
の
形
で
保
存
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
「
稲
」
は
穂
束

で
保
存
さ
れ
た
も
の
を
指
し
、「
米
」
は
籾
米
と
搗
精
米
（
玄
米
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

↓��

補
説
２

《
九
八
丁
ウ
３
》
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●
９ 
や
が
て
こ
の
家
い
ゑ【
へ
】を
預あ
づ

け
て
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
い
ゑ
を
」

の
「
を
」
は
「
も
」
の
上
に
重
ね
書
き
を
し
て
い
る
。
副
詞
「
や
が
て
」
は
既
出
（
前
出
『
古

本
説
話
集　

全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
一
・
Ｐ
10�

参
照
）。「
そ
の
ま
ま
（
の
状
態
で
）」
と
い
う
意
。

●
10
返か

へ

りし

得え

さ
せ
給
へ
。　
　
『
宇
治
』「
返
し
得
さ
せ
給
へ
」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。

　
　
　

��

二

　
「
か
へ
し
」
は
、
原
本
「
か
へ
り
」
と
あ
っ
て
、「
り
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
し
」
と
す

　

る
。「
得
さ
す
」
は
前
出
（
97
オ
６
）。

【
九
九
丁
オ
】

●
１
か
く
て
ゐ
給
へ
れ
。　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。『
新
大
系
』
で

は
本
文
を
「
か
く
て
ゐ
給
つ
れ
」
と
し
、
脚
注
に
「
そ
の
ま
ま
確
か
に
住
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
。
確
述
の
「
つ
」。
諸
注
「
給
へ
れ
」
と
読
む
が
、
底
本
で
の
「
侍
つ
れ
」
な
ど

の
連
綿
か
ら
判
断
し
て
「
給
つ
れ
」
と
読
む
」
と
あ
る
。『
全
書
』
は
本
文
を
「
か
く
て

居ゐ

た
ま
へ
れ
」、『
総
索
引
』『
全
註
解
』『
全
訳
注
』『
新
間
論
文
』
は
「
か
く
て
ゐ
給
へ

れ
」
と
し
て
い
る
。
本
文
の
こ
の
あ
た
り
の
「
へ
」
は
右
下
が
り
で
あ
る
こ
と
、
127
丁
ウ

２
「
う
へ
給
へ
れ
」
と
比
べ
て
も
「
給
へ
れ
」
の
三
文
字
の
続
け
方
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
『
新
大
系
』
の
よ
う
に
「
給
つ
れ
」
と
す
る
と
文
末
の
「
つ
れ
」
が
已
然
形
で
あ
る

こ
と
を
文
法
的
に
説
明
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
『
新
大
系
』
以
外
の
諸
注
釈
同
様

「
給
へ
れ
」
と
読
ん
で
「
れ
」
は
助
動
詞
「
り
」
の
命
令
形
と
す
る
。

●
２
な
く
も
な
り
な
ば　
　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。
動
詞
「
な
く
な

る
」
に
詠
嘆
的
強
調
の
助
詞
「
も
」
を
加
え
た
も
の
に
、
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然

形
に
助
詞
「
ば
」
が
つ
い
た
仮
定
表
現
に
な
っ
て
い
る
。「
な
く
な
る
」
は
本
集
中
に
他

に
２
例
あ
る
。
死
ぬ
意
味
で
の
「
亡
く
な
る
」
は
、「
い
み
じ
く
か
な
し
く
し
け
る
ち
ゝ

は
ゝ
、
な
く
な
り
て
（
79
オ
１
）」
１
例
で
、
も
う
１
例
は
、「
そ
の
し
る
し
と
お
ぼ
ゆ
る

こ
と
な
く
な
り
（
100
オ
３
）」
で
、『
日
国
』
の
語
義
に
あ
る
「
な
い
よ
う
に
な
る
。
な
い

状
態
に
な
る
」
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
直
前
の
本
文
に
「
も
し
又
命
絶
え
て
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、「
死
ぬ
」
こ
と
の
意
と
と
る
。

●
３
と
か
く
言い

ふ
人
も
よ
も
侍
ら
じ
」　　
『
宇
治
』「
と
か
く
申
人
も
よ
も
侍
ら
じ
」、『
今

昔
』
該
当
箇
所
な
し
。
副
詞
「
よ
も
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集　

全
注
釈
』（
第
五
八
）

其
の
二
・
Ｐ
47�

参
照
）。

《
九
八
丁
ウ
９
》

《
九
九
丁
オ
１
》

《
一
二
七
丁
ウ
２
》

《
九
八
丁
ウ
10
》
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●
４
そ
の
家
い
ゑ【
へ
】は
得え

た
り
け
る
。　
　
『
宇
治
』「
そ
の
家
に
入
居
て
、
み
た
り
け
る
。」、『
今

昔
』
該
当
箇
所
な
し
。『
新
大
系
』
の
脚
注
で
は
「
家
は
」
は
「
家
に
」
の
誤
り
と
し
て
、

本
文
を
「
そ
の
家
に
、
得
た
り
け
る
米
稲
な
ど
取
り
置
き
て
、
替
り
居
に
け
り
」
と
読
ん

で
い
る
。
し
か
し
、『
宇
治
』
本
文
を
も
と
に
「
家
は
」
を
「
家
に
」
の
誤
り
と
確
定
は

で
き
な
い
の
で
、「
そ
の
家
は
得
た
り
け
る
」
と
連
体
形
で
文
を
終
え
て
い
る
と
と
る
。

『
古
典
基
礎
語
辞
典
』
は
、
係
助
詞
「
は
」
に
つ
い
て
「
ハ
は
、
受
け
る
語
を
他
と
区
別

し
て
、
取
り
立
て
て
「
こ
れ
」
と
提
示
し
、
下
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
解
答
・
解
決
・
説
明

を
求
め
る
役
割
を
す
る
。　

…
中
略
…　

こ
の
ハ
が
受
け
る
語
を
取
り
立
て
て
示
し
、
下

に
解
答
・
説
明
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ハ
に
よ
っ
て
話
の
場
を
設
定
し
、
そ
の
下
に
、

未
知
の
情
報
、
知
ら
せ
た
い
情
報
を
加
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
提
示
し
た
も
の
（
話

題
）
が
恒
常
的
、
一
般
的
で
あ
っ
た
り
、
既
知
の
事
物
に
つ
い
て
だ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、

と
り
わ
け
題
目
と
な
る
も
の
を
取
り
立
て
て
示
す
意
と
な
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ

で
も
家
の
主
の
言
葉
と
行
動
の
結
果
と
し
て
、「
そ
の
家
は
」
と
取
り
立
て
て
示
し
、
青

侍
が
得
た
と
い
う
解
決
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
６
傍か
た
はら
な
り
け
る
下げ

衆す

な
ど
い
で
き
て
、　　
『
宇
治
』「
そ
の
へ
ん
な
り
け
る
下
種
な
ど

い
で
き
て
、」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。
助
動
詞
「
な
り
」
は
場
所
や
方
角
を
表
す
名

詞
に
つ
い
て
存
在
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。
普
通
は
連
体
形
に
な
る
が
こ
こ
で
は
下
に
続

く
「
け
り
」
が
連
体
形
に
な
っ
て
い
る
。
本
話
の
「
傍
ら
」
と
『
宇
治
』
の
「
そ
の
へ

ん
」
と
で
は
表
す
範
囲
は
異
な
る
が
、「
青
侍
が
手
に
入
れ
た
家
の
近
く
に
下
衆
た
ち
が

い
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
下
衆
」
は
身
分
の
低
い
者
と
い
う
意
味
で
、
本
集
で

は
他
に
２
例
（
34
ウ
８
・
134
オ
10
）
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
様
の
意
味
で
あ
る
。
動
詞
「
い
で

く
」
は
『
古
典
基
礎
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
内
側
に
あ
っ
た
も
の
が
表
面
に
出
て
周
知

の
も
の
と
な
る
。
境
界
内
に
あ
っ
て
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
出
て
き
て
間
近
に
見
え
る
よ

う
に
な
る
」
こ
と
を
表
す
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
青
侍
の
様
子
を
伺
っ
て
い
た
近
隣
の
者

ど
も
が
、
青
侍
を
新
し
い
家
の
主
と
認
め
て
、
食
べ
物
に
あ
り
つ
こ
う
と
し
て
青
侍
の
前

に
現
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

●
７
た
ゞ（
だ
）あ
り
つ
き
に
あ
り
つ
き
に
け
り
。　
　
『
宇
治
』「
た
ゞ
あ
り
つ
き
に
、
居
つ
き
に

け
り
。」、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。
副
詞
「
た
ゞ
（
だ
）」
を
用
い
た
強
調
用
法
は
前
出

（
96
オ
２
）。「
あ
り
つ
く
」
は
、
こ
こ
で
は
「
住
み
つ
く
」
の
意
。
本
集
に
は
本
用
例
２
例

の
み
。
青
侍
は
馬
の
代
わ
り
に
預
か
っ
た
家
に
一
人
で
住
ん
で
い
た
が
、
そ
こ
へ
行
け
ば

食
わ
せ
て
も
ら
え
る
と
聞
き
つ
け
た
者
ど
も
が
、
次
々
に
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
表
し
て
い
る
。

●
７
二
月
ば
か
り
の
事
な
り
け
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』「（
男
、
券
ナ
ド
拈
メ
取
テ
、

京
ニ
髴
知
タ
リ
ケ
ル
人
ノ
家
ニ
行
キ
宿
リ
テ
、
其
ノ
米
ヲ
糧
ト
シ
テ
、）
二
月
許
ノ
事
ナ
レ
バ
」。

こ
こ
ま
で
の
虻
が
飛
び
回
る
よ
う
な
季
節
と
陰
暦
二
月
と
で
は
、『
今
昔
新
大
系
』
が
指

摘
す
る
よ
う
に
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
『
今
昔
大
系
』
や
本
集
の
『
全
書
』
は
、
二
月
を

二
ヵ
月
と
し
て
馬
と
引
き
換
え
に
得
た
食
糧
の
消
費
期
間
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、「
二

月
ば
か
り
の
事
な
り
け
れ
ば
」
は
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形
＋
接
続
助
詞
「
ば
」
に

よ
っ
て
、
確
定
条
件
で
後
文
に
接
続
す
る
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
食
物
に
つ
ら
れ

て
使
用
人
達
が
青
侍
の
も
と
に
住
み
つ
く
よ
う
に
な
り
、
働
き
手
の
め
ど
が
立
っ
た
状
態

で
春
を
迎
え
て
耕
作
を
始
め
た
の
で
あ
っ
て
、
他
の
諸
注
釈
に
あ
る
よ
う
に
、「
二
月
ば

か
り
」
に
至
る
ま
で
の
時
間
の
経
過
を
省
い
た
叙
述
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。「
二
月
ば
か
り
」
の
「
ば
か
り
」
は
副
助
詞
で
、
こ
こ
で
は
お
お
よ
そ
の
範
囲
・

程
度
を
示
す
。
本
集
に
は
副
助
詞
「
ば
か
り
」
の
用
例
は
65
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
53
例
が

本
用
例
の
よ
う
に
体
言
に
続
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

●
８
そ
の
得え

た
り
け
る
田た

を
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。『
総
索
引
』

の
注
に
「「
け
ん
」
の
「
ん
」
の
上
に
「
る
」
を
書
く
」
と
あ
る
。
確
か
に
重
ね
書
き
の

よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
を
助
動
詞
「
け
む
」
に
す
る
必
然
性
も
な
い
の
で
、「
け
る
」

の
ま
ま
で
解
釈
す
る
。

《
九
九
丁
オ
８
》
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●
８
半な
か

ら
は
人
に
つ
く
ら
せ
、
い
ま
半な
か

ら
は
我
が
料れ
う

に
つ
く
ら
せ
た
り
け
る
が
、　　
『
宇

治
』
同
文
、『
今
昔
』「
其
ノ
田
ヲ
其
ノ
渡
ノ
人
ニ
預
テ
令
作
テ
、
半
ヲ
バ
取
テ
、」。「
半

ら
」
は
半
分
の
量
や
大
き
さ
の
意
で
、
本
集
で
の
用
例
は
本
話
の
２
例
の
み
。
副
詞
「
い

ま
」
は
前
出
（
98
オ
１
）。「
料
」
は
既
出
（
前
出
『
古
本
説
話
集　

全
注
釈
』（
第
一
）
其
の
二
・

Ｐ
19�

参
照
）。
青
侍
は
集
ま
っ
て
き
た
下
衆
た
ち
に
田
を
耕
作
さ
せ
て
、
半
分
は
自
分
の

取
り
分
に
し
た
の
で
あ
る
。

●
10
人ひ
と

の
か
た
に
と
て
つ
く
り
た
り
け
る
、
よ
け
れ
ど
も
例
の
ま
ゝ（
ま
）
に
て
、　　
『
宇
治
』

「
人
の
方
の
も
よ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
世
の
常
に
て
、」『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
人
の

か
た
に
と
て
つ
く
り
た
り
け
る
」
の
後
の
「
田
」
を
省
い
た
表
現
。
こ
こ
で
の
「
か
た

（
方
）」
は
二
つ
に
分
け
た
も
の
の
片
方
と
い
う
意
味
。「
か
た
」
は
本
集
に
25
例
あ
る
が
、

抽
象
的
な
事
柄
を
表
す
「
あ
ふ
な
く
お
ぼ
ゆ
る
か
た
も
（
83
オ
６
）」
と
本
用
例
以
外
の
23

例
は
す
べ
て
方
向
を
指
す
用
法
で
あ
る
。「
例
の
ま
ゝ
に
て
」
は
、
人
の
分
と
し
て
作
ら

せ
た
田
の
稲
の
出
来
は
普
通
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

【
九
九
丁
ウ
】

●
１
を【
お
】の
れ
が
料れ
う

と
名な

づ
け
た
り
け
る
、　　
『
宇
治
』「
お
の
れ
が
分
と
て
作
た
る
は
、」、

『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
を
の
れ
が
料
と
名
づ
け
た
り
け
る
」
の
後
の
「
田
」
を
省
い

た
表
現
。『
宇
治
』
の
「
お
の
れ
が
分
と
て
」
と
異
な
り
、
本
集
で
は
「
名
づ
く
」
を
用

い
て
、
そ
の
田
が
青
侍
の
所
有
だ
と
い
う
こ
と
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
本

集
で
は
「
名
づ
く
」
は
本
用
例
の
み
。

●
２
そ
れ
う
ち
始は
じ

め
、
風か
ぜ

の
吹ふ

き
つ
く
る
や
う
に
徳と
く

つ
き
て
、　　
『
宇
治
』「
そ
れ
よ
り
う

ち
は
じ
め
、
風
の
吹
つ
く
る
や
う
に
徳
つ
き
て
、」、『
今
昔
』「
便
リ
只
付
キ
ニ
付
テ
、」。

「
う
ち
始
め
」
は
、
あ
る
こ
と
を
手
始
め
と
す
る
こ
と
を
表
す
。
本
集
に
は
本
用
例
の
み
。

「
風
の
吹
き
つ
く
る
や
う
に
」
は
風
が
吹
き
つ
け
る
よ
う
に
自
然
と
集
ま
っ
て
く
る
こ
と

を
表
す
比
喩
表
現
。「
風
」
の
用
例
は
本
集
に
12
例
あ
る
が
、
比
喩
表
現
と
し
て
は
本
用

例
の
み
。「
徳
つ
き
て
」
の
「
徳
つ
く
」
は
裕
福
に
な
る
、
利
益
を
得
る
と
い
う
意
味
で
、

本
集
で
は
他
に
２
例
（
89
オ
１
・
123
オ
９
）
あ
る
。「
徳
」
は
本
集
に
７
例
見
ら
れ
る
が
、

上
巻
の
第
七
に
「
歌
の
徳
（
20
オ
３
）」
と
あ
る
以
外
は
す
べ
て
富
、
富
裕
の
意
で
、「
徳

あ
り
」「
徳
つ
く
」
と
な
っ
て
い
る
。

●
３
い
み
じ
き
人
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。　
　
『
宇
治
』「
い
み
じ
き
徳
人
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。」、

『
今
昔
』「
家
ナ
ド
儲
テ
楽
シ
ク
ゾ
有
ケ
ル
。」。「
い
み
じ
」
は
程
度
が
は
な
は
だ
し
い
こ

と
を
表
す
形
容
詞
で
、
こ
こ
で
は
前
の
文
脈
か
ら
「
た
い
そ
う
富
裕
な
人
」
と
い
う
意
味

に
な
る
。

●
４
お
と
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、　　
『
宇
治
』
同
文
、『
今
昔
』
該
当
箇
所
な
し
。「
お
と

（
音
）」
は
こ
こ
で
は
便
り
、
音
信
、
音
沙
汰
と
い
う
意
味
。「
音
（
も
）
せ
ず
」
の
よ
う
に

否
定
表
現
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
本
集
の
「
音
」
の
用
例
11
例
の
中
で
音
信
の
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
本
用
例
以
外
に
２
例
（
17
オ
８
・
23
オ
８
）
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
否
定

表
現
を
伴
っ
て
い
る
。

●
５
こ
と
の
ほ
か
に
徳と
く

あ
る
物
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。　
　
『
宇
治
』「
子
孫
な
ど
い
で
き
て
、

こ
と
の
ほ
か
に
栄
へ
た
り
け
る
と
か
。」、『
今
昔
』「
其
ノ
後
ハ
、「
長
谷
ノ
観
音
ノ
御
助

ケ
也
」
ト
知
テ
、
常
ニ
参
ケ
リ
。
観
音
ノ
霊
験
ハ
此
ク
難
有
キ
事
ヲ
ゾ
示
シ
給
ケ
ル
ト
ナ

ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。」。
こ
の
句
で
結
ば
れ
る
一
文
が
長
い
本
説
話
の
末
文
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
展
開
は
『
今
昔
』
と
本
集
・『
宇
治
』
と
で
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。

『
今
昔
』
で
は
青
侍
は
馬
の
買
主
か
ら
「
田
一
町
・
米
少
シ
」
を
譲
ら
れ
た
後
、
京
の
知

り
合
い
の
家
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
田
を
人
に
耕
作
さ
せ
る
こ
と
で
財
産
を
増
や

し
、
家
を
建
て
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
集
と
『
宇
治
』
で
は
、
馬
の
代
わ
り
に
「
田

三
丁
、
稲
少
し
、
米
」
に
加
え
て
家
ま
で
預
け
ら
れ
、
田
を
耕
作
さ
せ
る
と
予
想
以
上
の

収
穫
量
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
を
手
は
じ
め
に
風
が
吹
き
つ
け
る
よ
う
に
自
然
と
青
侍
の
財
産

が
増
え
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
青
侍
に
と
っ
て
は
大
変
都
合
の
い
い
展
開
だ
が
、『
今

昔
』
の
よ
う
に
そ
れ
が
長
谷
観
音
の
霊
験
に
よ
る
も
の
と
は
語
っ
て
い
な
い
。
本
集
・

『
宇
治
』
と
『
今
昔
』
と
で
は
、
観
音
霊
験
譚
を
語
る
姿
勢
に
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

 「
千
段
鹿
毛
」（
九
六
丁
オ
１
）
に
つ
い
て

　
　

青
侍
は
、「
え
も
い
は
ず
良
き
馬
」
を
目
に
し
て
、「
こ
れ
を
千
段
か
け
な
ど
は
言
ふ
に

や
あ
ら
ん
」
と
評
し
た
。
こ
の
「
千
段
か
け
」
と
は
、
馬
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
ど

補
説
１
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の
よ
う
な
馬
で
あ
る
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、「
千
段
か
け
」
の
解
釈
に
つ

い
て
、「
千
段
」
と
「
か
け
」
の
二
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
。

○
「
千
段
」
に
つ
い
て

　
　
「
段
」
は
「
む
ら
」
と
も
「
た
ん
」「
だ
ん
」
と
も
訓
め
る
。（「
む
ら
」
は
既
出
。
前
出

『
古
本
説
話
集�
全
注
釈
』（
第
五
八
）
其
の
二
・
Ｐ
47�

参
照
）。「
む
ら
」
の
本
集
用
例
７
例
（「
ひ

と
む
ら
」
３
例
―
97
オ
７
・
97
ウ
８
・
98
オ
１
、「
み
む
ら
」
４
例
―
95
オ
６
・
95
ウ
３
・
４
・
96
ウ

３
）
は
す
べ
て
本
話
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
布
帛
の
長
さ
の
単
位
を
表
す
。
次
に
、「
た

ん
」
の
本
集
用
例
は
、
第
六
二
話
の
「
か
く
て
田
を
つ
く
れ
ば
、
こ
の
一
た
ん
は
こ
と
ひ

と
の
十
ち
や
う
に
む
か
は
り
ぬ
（
109
オ
４
）」
の
み
で
、
土
地
の
面
積
の
単
位
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
た
ん
」
と
訓
ん
で
距
離
の
単
位
を
表
す
場
合
も
あ
る
。『
国
史
大

辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
九
～
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
面
積
の
呼
称
「
町
・
段
」

の
関
係
が
距
離
に
及
ぼ
し
た
と
す
る
。
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
未
詳

で
あ
る
が
、『
今
昔
』
巻
第
十
三
第
二
話
に
「
洞
ヨ
リ
一
二
段
許
を
隔
テ
ヽ
宿
ヌ
」（「
新

大
系�

三
」
Ｐ
202
）
と
見
え
る
。
最
後
に
、「
だ
ん
」
と
訓
ん
で
階
段
の
段
数
と
と
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
が
、
本
集
に
用
例
は
な
い
。
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る
、
馬
が
階
段
を
上
る
神

事
（
愛
宕
神
社
の
出
世
階
段
登
り
）
な
ど
は
江
戸
期
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
本
集
成
立
の
頃

に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　

な
お
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
五
に
「
天
皇
聞
惋
痛
、
賜
物
千
段
」（「
大
系�

上
」
Ｐ
525
）

と
あ
る
。
顕
宗
天
皇
は
父
の
遺
骨
の
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
老
婆
置
目
の
功
績
を
た
た
え

て
宮
中
に
居
を
構
え
さ
せ
て
い
た
が
、
郷
里
に
帰
る
と
い
う
置
目
に
「
物
千
段
」
を
賜
う
。

こ
の
「
物
」
は
、
土
地
で
も
階
段
で
も
な
く
布
帛
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
段
」
は
、
布
の

長
さ
の
単
位
で
一
巻
を
い
う
。
年
代
に
よ
り
長
さ
は
大
き
く
変
わ
る
が
、『
続
日
本
紀
』

に
よ
る
と
、
和
銅
七
（
714
）
年
二
月
庚
寅
の
記
事
に
「
制
、
以
商
布
二
丈
六
尺
為
段
。
不

得
用
常
。（
制
す
ら
く
、「
商
布
二
丈
六
尺
を
段
と
し
て
、
常
を
用
ゐ
る
こ
と
得
ざ
れ
」）」（「
新
大
系�

一
」
Ｐ
208
）
と
あ
り
、
商
布
（
令
制
で
、
調
・
庸
と
せ
ず
、
交
換
に
用
い
ら
れ
た
布
）
二
丈
六
尺

を
「
段
」
と
し
て
い
る
。

　
　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
千
段
」
を
「
布
千
段
」
と
と
る
。
前
場
面
で
布
と
の

物
々
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
千
段
」
は
布
の
単
位
の
表
現
と
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
。

　
　

ち
な
み
に
、
同
場
面
で
『
宇
治
』
は
「
千
貫
が
け
」
と
す
る
。「
千
貫
」
は
銭
一
千
文
。

「
千
貫
」
の
『
日
国
』
の
初
出
は
「
咄
本
」（

1614
～

1624
）
で
、『
宇
治
』
本
文
に
問
題
が
残
る
。

唐
銭
が
日
本
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
安
末
期
で
あ
り
、
庶
民
に
と
っ
て
は
布

等
の
物
品
貨
幣
が
普
通
で
あ
っ
た
（『
改
訂
新
版�

世
界
大
百
科
事
典
』・
平
凡
社
・
二
〇
一
四
年�

参
照
）
こ
と
か
ら
、『
古
本
』
本
文
の
方
が
当
時
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

○
「
か
け
」
に
つ
い
て

　
　
「
か
け
」
の
解
釈
と
し
て
、
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

第
一
に
、「
駆
け
」
と
と
る
場
合
。「
段
」
を
階
段
と
と
れ
ば
、
千
段
を
軽
々
と
駆
け
上

る
馬
と
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
　

第
二
に
、「
掛
け
」
と
と
る
場
合
。『
総
索
引
』『
古
典
全
書
』『
新
大
系
』『
新
間
論
文
』

は
、「
布
千
段
」
を
掛
け
て
（
支
払
っ
て
）
手
に
入
れ
る
ほ
ど
価
値
の
あ
る
名
馬
と
解
釈

す
る
。
た
だ
し
、『
日
国
』「
か
け
る
（
掛
・
懸
・
賭
・
架
）」
の
項
「
□
生
命
や
財
産
な

ど
大
切
な
も
の
を
、
相
手
や
な
り
ゆ
き
に
ま
か
す
。
⑥
費
用
、
時
間
、
人
手
な
ど
を
用
い

る
。」
で
は
、『
和
英
語
林
集
成
（
初
版
）』（

1867
）「
カ
ネ
ヲkakete

（
カ
ケ
テ
）
コ
シ
ラ
エ

タ
」
が
初
出
と
な
っ
て
い
る
。
本
集
成
立
の
頃
に
、
動
詞
「
か
く
」
に
そ
の
よ
う
な
意
味

が
あ
っ
た
と
は
確
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

最
後
に
、「
か
け
」
を
「
か
げ
」
と
訓
み
、「
鹿
毛
」
と
と
る
場
合
。「
鹿
毛
」
は
鹿
の

毛
色
に
似
た
馬
の
毛
色
を
い
う
。『
倭
名
類
聚
抄
』
や
『
色
葉
字
類
抄
』
に
は
「
馬
」
の

字
を
あ
て
「
か
げ
」
や
「
か
げ
の
う
ま
」
と
訓
ま
せ
る
用
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
…
…

鹿
毛
」
と
い
う
例
も
、
次
の
よ
う
に
散
見
さ
れ
る
。

　
　

・
極
ジ
キ
鬼
也
ト
モ
、
此
ノ
御
館
ニ
有
ル
一
ノ
鹿
毛
ニ
ダ
ニ
乗
タ
ラ
バ
渡
ナ
ム

�

（『
今
昔�

五
』
新
大
系
・
巻
第
二
十
七
ノ
第
十
三
・
Ｐ
109
）

　
　

・
岩
に
村
千
鳥
ぬ
う
た
る
直
垂
に
、
紫
す
そ
ご
の
鎧
き
て
、
童
子
鹿
毛
と
い
ふ
、
き
こ　
　

ゆ
る
名
馬
に
の
り
給
へ
り
。�

（『
平
家
物
語�

下
』
新
大
系
・
巻
第
九
・
Ｐ
172
）

　
　

・
相
模
守
ノ
乗
給
ヘ
ル
鬼
鹿
毛
ト
云
馬
ノ
、
草
脇
ヲ
ゾ
突
タ
リ
ケ
ル
。 三
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�

（『
太
平
記�

三
』
大
系
・
巻
第
三
十
八
・
Ｐ
415
）

　
　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、「
鹿
毛
」
は
馬
そ
の
も
の
を
指
す
語
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
千
段
鹿
毛
」
自
体
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、「
千
段
か
け
」
を
「
千

段
鹿
毛
」
と
し
て
、「
布
千
段
に
値
す
る
馬
」
の
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

以
上
、
色
々
な
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
確
証
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

 「
稲
」「
米
」（
九
八
丁
ウ
８
）
に
つ
い
て

　
　

青
侍
は
「
馬
」
と
「
稲
少
し
、
米
な
ど
」
と
を
交
換
し
た
。「
稲
」
と
「
米
」
は
そ
れ

ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
の
時

代
に
米
が
ど
の
よ
う
な
形
で
保
存
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
て
み
る
。

　
　

末
尾
の
表
に
、「
稲
刈
り
」
か
ら
「
脱
穀
」「
籾
摺
り
」
を
経
て
「
精
米
」
さ
れ
る
ま
で
、

ど
の
よ
う
な
農
具
で
作
業
が
な
さ
れ
て
き
た
か
を
、
時
代
別
に
大
ま
か
に
ま
と
め
た
。
そ

の
作
業
の
合
間
か
ら
米
が
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
き
た
か
が
見
え
て
来
る
。
本
集
の
時

代
背
景
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
は
緑
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
。（『
古
島
敏
雄
著
作
集�

第
六
巻

日
本
農
業
技
術
史
』
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
七
五
年
、
飯
沼
二
郎
・
堀
尾
尚
志
『
も
の
と
人
間
の
文

化
史
19　

農
具
』
法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
七
六
年
、
三
輪
茂
雄
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
25　

臼
』

法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
七
八
年
、
宮
崎
清
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
55
―
１　

藁
Ⅰ
』
法
政
大
学
出

版
局
・
一
九
八
五
年
、
佐
藤
洋
一
郎
『
米
の
日
本
史
』・
中
公
新
書
・
二
〇
二
〇
年�

参
照
）

　
　

稲
作
が
伝
わ
っ
て
か
ら
平
安
時
代
初
期
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
稲
の
穂
首
を
刈
っ
て
、
乾
燥

さ
せ
た
後
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
竪
臼
に
入
れ
て
杵
で
つ
い
て
い
た
。「
脱
穀
」「
籾
摺
り
」

「
搗
（
精
）
米
」
が
一
工
程
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
杵
つ
き
は
多
分
食
べ
る
前
に

行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
　

平
安
時
代
に
入
る
と
、『
枕
草
子
』
九
五
段
に
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

所
に
つ
け
て
は
、
か
ゝ
る
こ
と
を
な
む
見
る
べ
き
と
て
、
い
ね
と
い
ふ
物
を
と
り
出

て
、
わ
か
き
げ
す
ど
も
の
、
き
た
な
げ
な
ら
ぬ
、
そ
の
わ
た
り
の
家
の
む
す
め
な
ど

ひ
き
も
て
来
て
、
五
六
人
し
て
こ
か
せ
、
又
見
も
し
ら
ぬ
く
る
べ
く
物
、
ふ
た
り
し

て
ひ
か
せ
て
、
歌
う
た
は
せ
な
ど
す
る
を
、
め
づ
ら
し
く
て
わ
ら
ふ
。

�

（「
新
大
系
」
Ｐ
128
・
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　
　

ま
た
、
次
頁
の
図
１
と
図
２
は
『
農
業
全
書
』（
宮
崎
安
貞
作
・
一
六
九
七
年
）
の
「「
農

事
図
」
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
１
は
、「
扱
き
は
し
」
と
い
う
農
具
で
「
脱

穀
」
を
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
図
２
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
「
土

補
説
２

『
倭
名
類
聚
抄
』（
元
和
古
活
字
那
波
道
圓
本
・
巻
十
一
）

『
色
葉
字
類
抄　

黒
川
本
』（
風
間
書
房
・
一
九
六
四
年
）�

『
色
葉
字
類
抄　

前
田
本
三
巻
本
』（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
18
・
八
木
書
店
・
一
九
九
九
年
）

椎葉・安倍・市瀬・川浪・金・椎葉・福田・山口『古本説話集��全注釈』長谷寺　詣男、以蝱替大柑子事（第五八）
　　　　　　　　　　其の三（九五丁オ６～九九丁ウ６）
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臼
」
を
使
っ
て
「
籾
摺
り
」
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
図
３

『
大
和
耕
作
絵
抄
』（
石
川
流
宣
作
・
一
七
〇
八
年
）
の
よ
う
な
「
木
摺
り
臼
」
が
「
籾
摺
り
」

で
使
わ
れ
て
い
た
。
二
人
が
臼
に
つ
い
た
紐
を
引
き
合
い
な
が
ら
く
る
く
る
回
す
。

　
　
『
枕
草
子
』
で
は
、「
扱こ

く
」
と
い
う
語
に
よ
り
、「
脱
穀
」
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。「
く
る
べ
く
物
、
ふ
た
り
し
て
ひ
か
せ
て
」
は
「
く
る
く
る
回
る
機
具
を
、
二
人
で

引
か
せ
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、「
木
摺
り
臼
」
が
使
わ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
不
明
だ
が
、
図
３
の
よ
う
な
様
子
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、「
籾
摺
り
」
を
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。「
新
大
系
」
は
「
く
る
べ
く
物
」
に
「
く
る
く
る
廻
る
も
の
。
挽
臼
説
、

碾
磑
説
が
あ
る
」
と
注
す
る
。
こ
の
場
面
は
、「
扱
き
は
し
」
か
何
か
（
具
体
的
に
は
不
明
）

で
「
脱
穀
」
し
て
籾
米
に
し
、「
木
摺
り
臼
」
の
よ
う
な
も
の
で
「
籾
摺
り
」
を
し
て
玄

米
に
し
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
五
月
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

こ
の
時
ま
で
穂
つ
き
の
稲
（
穂
束
）
と
し
て
保
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
必

要
に
な
っ
た
時
に
「
脱
穀
」「
籾
摺
り
」
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
米
の
日
本
史
』
は
、

こ
の
時
期
、
ま
だ
「
籾
摺
り
」
は
行
わ
れ
て
い
な
い

　

と
い
う
立
場
で
あ
る
。

　
　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
千
歯
扱
き
が
発
明
さ
れ
、
踏
み
臼
に
よ
る
精
米
技
術
も
向
上
し

て
、
そ
れ
ま
で
よ
り
精
白
さ
れ
た
「
白
米
」
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
る
。

　
　

以
上
か
ら
、
青
侍
が
手
に
入
れ
た
「
稲
」
は
穂
つ
き
の
稲
（
穂
束
）、「
米
」
は
籾
米
や

玄
米
・
搗
精
米
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
１

図
２

図
３

表

『
農
業
全
書
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

1815

年
版
）「
農
事
図
」

『
大
和
耕
作
絵
抄
』

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

1914
～

1915
年
版
）

収穫・調整 （縄文終）弥生～平安初期 平安初期以降 江戸初期以降 明治・大正・昭和 現代

稲刈り

・石庖丁によって穂首で刈る

・5Cに曲刃の鉄鎌が朝鮮より渡来
し根刈りが可能になった
（最初は天皇家・貴族のみ）

・鎌が使われて根刈り ・鎌が使われて根刈り

コンバイン

脱　穀

・穂首のまま堅臼に入れ、杵でつ
いて、脱穀・籾摺り・わずかの搗
米（玄米の糠をとること）が一工程で行
われた

・搗米（舂米・しょうまい）は、大半が糠
の部分がまだら状に残されていた

・「扱（こ）く」（『枕草子』95段）
　5月に脱穀
　　→イネは穂のままで貯蔵

・扱きはし

・千歯扱き（元禄年間）
・稲櫛（手持ち型）

・千歯扱き
・回転型脱穀機
（足踏み式→動力式）

・コンバイン

籾摺り
・「くるべきもの」（『枕草子』95段）
　→木摺り臼のようなものか

・穂束の形か、籾・玄米の形
で保存され、出荷の際や食べ
る前に搗いた

・搗精は「籾摺り」と一体の
作業として木や土の日と木の
杵とで行われていた

・木摺り臼

・土臼

・土臼

・籾摺り機

乾燥・
籾摺り機

精　米 ・（てこの原理による）踏み臼
（碓・唐臼）

・碓（からうす）

・精米機
精米機

「脱穀」…藁と籾米とを分けること。
「籾摺り」…籾米から籾殻をとって玄米にすること。
「精米」…玄米から白米（分づき米）にすること。
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